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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　コンピューティング・デバイスによって、ユーザに関連付けられたログにアクセスする
ことであって、前記ログは、特定の曜日の特定の時刻における前記ユーザのジオロケーシ
ョンを各々示す複数のエントリを備え、それらの複数のデータ・ポイントのうちの少なく
ともいくつかは各々、前記ユーザによる手操作入力なしに前記ユーザのモバイル・コンピ
ューティング・デバイスによって決定され報告されたジオロケーションに基づいている、
前記ユーザに関連付けられたログにアクセスすること、
　前記コンピューティング・デバイスによって、１つまたは複数のジオロケーション・セ
ントロイドを、それぞれのジオロケーション・セントロイドと複数のジオロケーション・
データ・ポイントの各々との間の距離に基づいて決定することであって、各ジオロケーシ
ョン・セントロイドは、前記特定の曜日の前記特定の時刻に得られた前記複数のジオロケ
ーション・データ・ポイントを代表する、前記１つまたは複数のジオロケーション・セン
トロイドを決定すること、
　前記コンピューティング・デバイスによって、各前記ジオロケーション・セントロイド
に対応する場所であって、１つまたは複数の特定のアクティビティに対応する場所を決定
すること、
　前記コンピューティング・デバイスによって、前記アクティビティに関連付けられた情
報を有する、前記ユーザに関連付けられたソーシャル・グラフを更新すること、
　前記コンピューティング・デバイスによって、複数のジオロケーション・セントロイド
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の空間中心を、各ジオロケーション・セントロイドとそれぞれの空間中心との間の距離に
基づいて決定することであって、各空間中心は、前記特定の曜日の前記特定の時刻におけ
る複数のジオロケーション・セントロイドのうちの１つまたは複数を代表する、前記複数
のジオロケーション・セントロイドの空間中心を決定すること、
　前記コンピューティング・デバイスによって、前記特定の曜日の時間ベースのルーチン
を、前記特定の曜日の各特定の時刻の空間中心の数に少なくとも部分的に基づいて決定す
ることであって、前記時間ベースのルーチンは、前記特定の曜日の複数の時刻の複数の空
間中心のパターンからなる、前記特定の曜日の時間ベースのルーチンを決定すること、お
よび
　前記コンピューティング・デバイスによって、前記ユーザが前記特定の曜日の前記特定
の時刻に特定の空間中心にいる可能性を、前記特定の空間中心が代表する前記特定の曜日
の前記特定の時刻の前記ジオロケーション・セントロイドの数に少なくとも部分的に基づ
いて決定すること、
を備える方法。
【請求項２】
　前記コンピューティング・デバイスによって、勤務時間に対応する複数の過去の時点で
の特定のビジネスのジオロケーションに対応するいくつかのエントリに少なくとも部分的
に基づいて、前記ユーザが前記特定のビジネスに従事していると推論することをさらに備
える請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記場所は、住居、食料品店、レストラン、スーパーマーケット、スポーツ会場、ラン
ドマーク、高速道路、映画館、または職場を含む、請求項１に記載の方法。
【請求項４】
　前記アクティビティは、働くこと、客として行くこと、住むこと、イベントに参加する
こと、または訪問することを含む、請求項３に記載の方法。
【請求項５】
　前記ソーシャル・グラフは、複数のノードと、前記複数のノードをつなぐエッジとを含
み、前記グラフ内の少なくとも１つのノードが前記ユーザに対応する、請求項１に記載の
方法。
【請求項６】
　コンピュータ読み取り可能な命令が格納された１つまたは複数のコンピュータ読み取り
可能非一時的記憶媒体であって、前記命令は、プロセッサ・デバイスにより実行される時
に、前記プロセッサ・デバイスに、
　ユーザに関連付けられたログにアクセスすることであって、前記ログは、特定の曜日の
特定の時刻における前記ユーザのジオロケーションを各々示す複数のエントリを備え、そ
れらの複数のデータ・ポイントのうちの少なくともいくつかは各々、前記ユーザによる手
操作入力なしに前記ユーザのモバイル・コンピューティング・デバイスによって決定され
報告されたジオロケーションに基づいている、前記ユーザに関連付けられたログにアクセ
スすること、
　１つまたは複数のジオロケーション・セントロイドを、それぞれのジオロケーション・
セントロイドと複数のジオロケーション・データ・ポイントの各々との間の距離に基づい
て決定することであって、各ジオロケーション・セントロイドは、前記特定の曜日の前記
特定の時刻に得られた前記複数のジオロケーション・データ・ポイントを代表する、前記
１つまたは複数のジオロケーション・セントロイドを決定すること、
　各前記ジオロケーション・セントロイドに対応する場所であって、１つまたは複数の特
定のアクティビティに対応する場所を決定すること、
　前記アクティビティに関連付けられた情報を有する、前記ユーザに関連付けられたソー
シャル・グラフを更新すること、
　複数のジオロケーション・セントロイドの空間中心を、各ジオロケーション・セントロ
イドとそれぞれの空間中心との間の距離に基づいて決定することであって、各空間中心は
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、前記特定の曜日の前記特定の時刻における複数のジオロケーション・セントロイドのう
ちの１つまたは複数を代表する、前記複数のジオロケーション・セントロイドの空間中心
を決定すること、
　前記特定の曜日の時間ベースのルーチンを、前記特定の曜日の各特定の時刻の空間中心
の数に少なくとも部分的に基づいて決定することであって、前記時間ベースのルーチンは
、前記特定の曜日の複数の時刻の複数の空間中心のパターンからなる、前記特定の曜日の
時間ベースのルーチンを決定すること、および
　前記ユーザが前記特定の曜日の前記特定の時刻に特定の空間中心にいる可能性を、前記
特定の空間中心が代表する前記特定の曜日の前記特定の時刻の前記ジオロケーション・セ
ントロイドの数に少なくとも部分的に基づいて決定すること
を行わせる、記憶媒体。
【請求項７】
　勤務時間に対応する複数の過去の時点での特定のビジネスのジオロケーションに対応す
るいくつかのエントリに少なくとも部分的に基づいて、前記ユーザが前記特定のビジネス
に従事していると推論するための命令をさらに含む、請求項６に記載の記憶媒体。
【請求項８】
　前記場所は、住居、食料品店、レストラン、スーパーマーケット、スポーツ会場、ラン
ドマーク、高速道路、映画館、または職場を含む、請求項６に記載の記憶媒体。
【請求項９】
　前記アクティビティは、働くこと、客として行くこと、住むこと、イベントに参加する
こと、または訪問することを含む、請求項８に記載の記憶媒体。
【請求項１０】
　前記ソーシャル・グラフは、複数のノードと、前記複数のノードをつなぐエッジとを含
み、前記グラフ内の少なくとも１つのノードが前記ユーザに対応する、請求項６に記載の
記憶媒体。
【請求項１１】
　１つまたは複数のプロセッサと、
　前記プロセッサに結合された１つまたは複数のコンピュータ読み取り可能非一時的記憶
媒体であって、実行時に、
　ユーザに関連付けられたログにアクセスすることであって、前記ログは、特定の曜日の
特定の時刻における前記ユーザのジオロケーションを各々示す複数のエントリを備え、そ
れらの複数のデータ・ポイントのうちの少なくともいくつかは各々、前記ユーザによる手
操作入力なしに前記ユーザのモバイル・コンピューティング・デバイスによって決定され
報告されたジオロケーションに基づいている、前記ユーザに関連付けられたログにアクセ
スすること、
　１つまたは複数のジオロケーション・セントロイドを、それぞれのジオロケーション・
セントロイドと複数のジオロケーション・データ・ポイントの各々との間の距離に基づい
て決定することであって、各ジオロケーション・セントロイドは、前記特定の曜日の前記
特定の時刻に得られた前記複数のジオロケーション・データ・ポイントを代表する、前記
１つまたは複数のジオロケーション・セントロイドを決定すること、
　各前記ジオロケーション・セントロイドに対応する場所であって、１つまたは複数の特
定のアクティビティに対応する場所を決定すること、
　前記アクティビティに関連付けられた情報を有する、前記ユーザに関連付けられたソー
シャル・グラフを更新すること、
　複数のジオロケーション・セントロイドの空間中心を、各ジオロケーション・セントロ
イドとそれぞれの空間中心との間の距離に基づいて決定することであって、各空間中心は
、前記特定の曜日の前記特定の時刻における複数のジオロケーション・セントロイドのう
ちの１つまたは複数を代表する、前記複数のジオロケーション・セントロイドの空間中心
を決定すること、
　前記特定の曜日の時間ベースのルーチンを、前記特定の曜日の各特定の時刻の空間中心
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の数に少なくとも部分的に基づいて決定することであって、前記時間ベースのルーチンは
、前記特定の曜日の複数の時刻の複数の空間中心のパターンからなる、前記特定の曜日の
時間ベースのルーチンを決定すること、および
　前記ユーザが前記特定の曜日の前記特定の時刻に特定の空間中心にいる可能性を、前記
特定の空間中心が代表する前記特定の曜日の前記特定の時刻の前記ジオロケーション・セ
ントロイドの数に少なくとも部分的に基づいて決定すること
を行うように構成されたソフトウェアを具現化する記憶媒体と
を備えるデバイス。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　この開示は、概してロケーション・トラッキングに関する。
【背景技術】
【０００２】
　ソーシャルネットワーキング・ウェブサイトなどのソーシャルネットワーキング・シス
テムは、そのユーザ（人または団体など）が、システムと対話したり、システムを通して
互いに対話したりすることを可能にする。ソーシャルネットワーキング・システムは、ユ
ーザからの入力によって、ユーザに関連付けられたユーザ・プロファイルをソーシャルネ
ットワーキング・システム中に作成し格納することができる。ユーザ・プロファイルは、
ユーザの人口統計情報、通信チャネル情報、および個人的な関心についての情報を含むこ
とができる。また、ソーシャルネットワーキング・システムは、ユーザからの入力によっ
て、ソーシャルネットワーキング・システムのユーザと他のユーザとの関係の記録を作成
し格納するだけでなく、サービス（例えば、ウォール投稿、写真共有、イベント編成、メ
ッセージング、ゲーム、または広告）を提供して、ユーザ間の社会的相互作用を促進する
ことができる。
【０００３】
　ソーシャルネットワーキング・システムは、そのサービスに関係するコンテンツまたは
メッセージを、１つまたは複数のネットワークを介してユーザのモバイル・コンピューテ
ィング・デバイスなどに送信することができる。また、ユーザは、自分のモバイル・コン
ピューティング・デバイスなどにソフトウェア・アプリケーションをインストールして、
ソーシャルネットワーキング・システム内の、自分のユーザ・プロファイルなどのデータ
にアクセスすることができる。ソーシャルネットワーキング・システムは、ユーザにつな
がっている他のユーザの集約された記事からなるニュースフィードなど、コンテンツ・オ
ブジェクトの個人用セットを生成して、ユーザに表示することができる。
【０００４】
　スマートフォン、タブレット・コンピュータ、またはラップトップ・コンピュータなど
のモバイル・コンピューティング・デバイスは、ＧＰＳ受信機、コンパス、またはジャイ
ロスコープなど、位置、方向、または向きを決定するための機能を含むことができる。ま
た、このようなデバイスは、ブルートゥース（登録商標）通信、近距離通信（ＮＦＣ）、
もしくは赤外線（ＩＲ）通信、またはワイヤレス・ローカル・エリア・ネットワーク（Ｗ
ＬＡＮ）もしくはセルラ電話ネットワークによる通信など、ワイヤレス通信のための機能
を含むことができる。また、このようなデバイスは、１つまたは複数のカメラ、スキャナ
、タッチ・スクリーン、マイクロホン、またはスピーカを含むことができる。また、モバ
イル・コンピューティング・デバイスは、ゲーム、ウェブ・ブラウザ、またはソーシャル
ネットワーキング・アプリケーションなど、ソフトウェア・アプリケーションを実行する
ことができる。ソーシャルネットワーキング・アプリケーションによって、ユーザは、そ
のソーシャル・ネットワークにおける他のユーザとつながり、通信し、情報を共有するこ
とができる。
【発明の概要】
【０００５】
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　特定の実施形態において、計算されたルーチンからユーザの情報を推論する。例えば、
毎朝午前２：００～５：００の間のユーザのロケーションから、ユーザのホーム・ロケー
ションを推論することができる。特定の実施形態において、ソーシャルネットワーキング
・システムは、ユーザのルーチンと共に、ビジネスおよび物理的ロケーションのデータベ
ースに基づいて、ユーザがよく行くロケーションを決定することができる。例えば、ソー
シャルネットワーキング・システムは、ユーザが職場に到着する前の時刻に頻繁に特定の
ロケーションにいることをユーザのルーチンが示すことに基づいて、ユーザが特定のスタ
ーバックス（登録商標）でコーヒーを飲んでいると推論することができる。別の例として
、ソーシャルネットワーキング・システムは、ユーザが、推論された職場から長期間離れ
ているとき、または推論された職場からかなり遠くのロケーションにいるときは、ユーザ
が休暇中であると推論することができる。
【図面の簡単な説明】
【０００６】
【図１】ソーシャルネットワーキング・システムに関連付けられた例示的なネットワーク
環境を示す図。
【図２Ａ】周辺ロケーション記録の例示的なグループ化を示す図。
【図２Ｂ】周辺ロケーション記録の例示的なグループ化を示す図。
【図２Ｃ】周辺ロケーション記録の例示的なグループ化を示す図。
【図３Ａ】例示的な時間ベースのルーチン抽出を示す図。
【図３Ｂ】例示的な時間ベースのルーチン抽出を示す図。
【図３Ｃ】例示的な時間ベースのルーチン抽出を示す図。
【図３Ｄ】例示的な時間ベースのルーチン抽出を示す図。
【図４】例示的なモバイル・デバイスを示す図。
【図５】周辺ロケーション更新をグループ化するための例示的な方法を示す図。
【図６】ルーチンの推定のための例示的な方法を示す図。
【図７】ユーザのパターンをラベリングするための例示的な方法を示す図。
【図８】ルーチン逸脱通知を提供するための例示的な方法を示す図。
【図９】ユーザにルーチン逸脱を通知するための例示的な方法を示す図。
【図１０】例示的なソーシャル・グラフを示す図。
【図１１】例示的なコンピューティング・システムを示す図。
【発明を実施するための形態】
【０００７】
　図１は、ソーシャルネットワーキング・システムに関連付けられた例示的なネットワー
ク環境１００を示す。ネットワーク環境１００は、ユーザ１０１、クライアント・システ
ム１３０、ソーシャルネットワーキング・システム１６０、およびサードパーティ・シス
テム１７０を含み、ネットワーク１１０によって互いに接続される。図１は、ユーザ１０
１、クライアント・システム１３０、ソーシャルネットワーキング・システム１６０、サ
ードパーティ・システム１７０、およびネットワーク１１０の特定の配置を示すが、本開
示は、ユーザ１０１、クライアント・システム１３０、ソーシャルネットワーキング・シ
ステム１６０、サードパーティ・システム１７０、およびネットワーク１１０の任意の適
切な配置を企図している。限定ではなく一例として、クライアント・システム１３０、ソ
ーシャルネットワーキング・システム１６０、およびサードパーティ・システム１７０の
うちの２つ以上は、互いに直接、ネットワーク１１０をバイパスして接続され得る。別の
例として、クライアント・システム１３０、ソーシャルネットワーキング・システム１６
０、およびサードパーティ・システム１７０のうちの２つ以上は、物理的または論理的に
、全体的または部分的に互いに同じ場所に配置され得る。また、図１は、特定の数のユー
ザ１０１、クライアント・システム１３０、ソーシャルネットワーキング・システム１６
０、サードパーティ・システム１７０、およびネットワーク１１０を示すが、本開示は、
任意の適切な数のユーザ１０１、クライアント・システム１３０、ソーシャルネットワー
キング・システム１６０、サードパーティ・システム１７０、およびネットワーク１１０
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を企図している。限定ではなく一例として、ネットワーク環境１００は、複数のユーザ１
０１、クライアント・システム１３０、ソーシャルネットワーキング・システム１６０、
サードパーティ・システム１７０、およびネットワーク１１０を含むことができる。
【０００８】
　特定の実施形態において、ユーザ１０１は、ソーシャルネットワーキング・システム１
６０と対話する、またはソーシャルネットワーキング・システム１６０を介して通信する
、個人（人間のユーザ）、エンティティ（例えば、企業、ビジネス、もしくはサードパー
ティのアプリケーション）、またはグループ（例えば、個人もしくはエンティティの）で
あり得る。特定の実施形態において、ソーシャルネットワーキング・システム１６０は、
オンライン・ソーシャル・ネットワークをホストする、ネットワークにアドレス可能なコ
ンピューティング・システムであり得る。ソーシャルネットワーキング・システム１６０
は、例えば、オンライン・ソーシャル・ネットワークに関係するユーザプロファイル・デ
ータ、コンセプトプロファイル・データ、ソーシャル・グラフ情報、または他の適切なデ
ータなど、ソーシャルネットワーキング・データを生成、格納、受信、および送信するこ
とができる。ソーシャルネットワーキング・システム１６０は、直接またはネットワーク
１１０を介してネットワーク環境１００の他の構成要素によってアクセスされ得る。特定
の実施形態において、ソーシャルネットワーキング・システム１６０は、認証サーバ（ま
たは他の適切な構成要素）を含むことができ、認証サーバ（または他の適切な構成要素）
によって、ユーザは、例えば適正なプライバシ設定を設定することによって、ユーザのア
クションをソーシャルネットワーキング・システム１６０にログ記録させる、または他の
システム（例えば、サードパーティ・システム１７０）と共有させることに対して、オプ
ト・インまたはオプト・アウトすることが可能になる。ユーザのプライバシ設定は、ユー
ザに関連付けられたどのような情報がログ記録されてよいか、ユーザに関連付けられた情
報がどのようにログ記録されてよいか、ユーザに関連付けられた情報がいつログ記録され
てよいか、ユーザに関連付けられた情報を誰がログ記録してよいか、ユーザに関連付けら
れた情報を誰と共有してよいか、およびユーザに関連付けられた情報をどのような目的で
ログ記録または共有してよいかについて決定することができる。認証サーバは、必要に応
じて、ブロッキング、データ・ハッシング、匿名化、または他の適切な技法により、ソー
シャルネットワーキング・システム１６０のユーザの１つまたは複数のプライバシ設定を
実施するために使用され得る。
【０００９】
　サードパーティ・システム１７０は、直接またはネットワーク１１０を介してネットワ
ーク環境１００の他の構成要素によってアクセスされ得る。特定の実施形態において、１
つまたは複数のユーザ１０１は、１つまたは複数のクライアント・システム１３０を使用
して、ソーシャルネットワーキング・システム１６０またはサードパーティ・システム１
７０にアクセスし、データを送信し、ソーシャルネットワーキング・システム１６０また
はサードパーティ・システム１７０からデータを受信することができる。クライアント・
システム１３０は、直接、またはネットワーク１１０もしくはサードパーティ・システム
を介して、ソーシャルネットワーキング・システム１６０またはサードパーティ・システ
ム１７０にアクセスすることができる。限定ではなく一例として、クライアント・システ
ム１３０は、ソーシャルネットワーキング・システム１６０を介してサードパーティ・シ
ステム１７０にアクセスすることができる。特定の実施形態において、ユーザ１０１は、
後述のように、ソーシャルネットワーキング・システム１６０に格納されたソーシャル・
グラフ情報に少なくとも部分的に基づいて認証され得る。限定ではなく一例として、ソー
シャルネットワーキング・システム１６０は、ユーザ１０１に関連付けられたコンテンツ
・オブジェクトに少なくとも部分的に基づいてユーザ１０１を認証することによって、ソ
ーシャルネットワーキング・システム１６０またはサードパーティ・システム１７０の認
証されていない使用を防止することができる。特定の実施形態において、ソーシャルネッ
トワーキング・システム１６０は、コンテンツ・オブジェクトの選択に対応するクライア
ント・システム１３０からデータを受信し、選択が、ユーザ１０１に関連付けられたコン
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テンツ・オブジェクトに対応するかどうか決定する。ソーシャルネットワーキング・シス
テム１６０は、クライアント・システム１３０にデータを送信し、選択が、ユーザ１０１
に関連付けられたコンテンツ・オブジェクトに対応するかどうかに少なくとも部分的に基
づいてユーザ１０１を認証することができる。クライアント・システム１３０は、例えば
、パーソナル・コンピュータ、ラップトップ・コンピュータ、セルラ電話、スマートフォ
ン、またはタブレット・コンピュータなど、任意の適切なコンピューティング・デバイス
であってよい。
【００１０】
　ソーシャルネットワーキング・システム１６０またはサードパーティ・システム１７０
は、ユーザ１０１によるいかなる手操作の入力もなしに自動的に、クライアント・システ
ム１３０の現在のロケーションを決定することができる。特定の実施形態において、ソー
シャルネットワーキング・システム１６０またはサードパーティ・システム１７０は、例
えば、ＷＩ－ＦＩ（登録商標）または第３世代移動通信（３Ｇ）など、ワイヤレス通信プ
ロトコルを使用して、ネットワーク１１０を介してアクティブ化信号を送信することによ
ってロケーション・データにクライアント・システム１３０上で実行されるアプリケーシ
ョンをポーリングまたは「ピン（ping）」することができる。限定ではなく一例として、
ソーシャルネットワーキング・システム１６０は、バックグランドまたは「スリープ」モ
ードで動作するクライアント・システム１３０のアプリケーションを定期的にポーリング
することができる。特定の実施形態において、アプリケーションは、ソーシャルネットワ
ーキング・システム１６０からのアクティブ化信号に応じるイベントドリブン・アプリケ
ーションであってよい。ソーシャルネットワーキング・システム１６０またはサードパー
ティ・システム１７０は、クライアント・システム１３０の移動距離に少なくとも部分的
に基づいて、クライアント・システム１３０上で実行されるアプリケーションによって行
われるロケーション決定の所定のサンプリング期間およびポーリング頻度を状況に応じて
調整することができる。限定ではなく一例として、所定のサンプリング期間およびポーリ
ング頻度は、クライアント・システム１３０が移動中であるか静止しているかに少なくと
も部分的に基づいて、状況に応じて調整され得る。クライアント・システム１３０が移動
中であり、移動距離が比較的大きいときは、ソーシャルネットワーキング・システム１６
０は、より高い頻度であるがより低い精度で、アプリケーションにロケーション・データ
を要求することができる。別の例として、クライアント・システム１３０が実質的に静止
しており、移動距離が比較的小さいときは、ソーシャルネットワーキング・システム１６
０は、より低い頻度であるがより高い精度で、クライアント・システム１３０にロケーシ
ョン・データを要求することができる。
【００１１】
　アプリケーションによって測定されるロケーション・データの精度は、少なくとも部分
的に、クライアント・システム１３０のロケーション・サービスがソーシャルネットワー
キング・システム１６０またはサードパーティ・システム１７０によってアクティブ化さ
れる所定のサンプリング期間によって決定され得る。ソーシャルネットワーキング・シス
テム１６０またはサードパーティ・システムは、クライアント・システム１３０の現在の
ロケーションを過去の記録からのロケーションと比較することに少なくとも部分的に基づ
いて、クライアント・システム１３０の移動距離を計算することができる。クライアント
・システム１３０の移動距離は、次式によって概算され得る。
【００１２】
　距離移動＝（位置ｔ－位置ｔ－１）　（１）
　位置ｔは、最も新しいロケーション記録におけるクライアント・システム１３０の位置
であり、位置ｔ－１は、２番目に新しいロケーション記録におけるクライアント・システ
ム１３０の位置である。限定ではなく一例として、クライアント・システム１３０の移動
距離が実質的に所定のしきい値距離以下であるときは、ソーシャルネットワーキング・シ
ステム１６０またはサードパーティ・システム１７０は、クライアント・システム１３０
が静止していることを決定することができる。特定の実施形態において、所定の距離は、
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クライアント・システム１３０の全地球測位システム（ＧＰＳ）機能の測定精度であって
よい。本開示は、ポーリング頻度およびサンプリング期間を、移動距離に基づいて特定の
数の不連続な設定に調整することを記載しているが、本開示は、ポーリング頻度およびサ
ンプリング期間を、移動距離に基づいて任意の適切な数の不連続な設定または連続な設定
に調整することを企図している。
【００１３】
　特定の実施形態において、ロケーション記録のフィルタリングは、クライアント・シス
テム１３０のロケーションの個々の決定において存在するノイズまたは不確実さの量を低
減し、ソーシャルネットワーキング・システム１６０に格納されるクライアント・システ
ム１３０に関連付けられたロケーション・データの量を減らすことができる。特定の実施
形態において、ソーシャルネットワーキング・システム１６０またはサードパーティ・シ
ステム１７０によって受信されるロケーション・データは、地理座標に関連付けられた情
報、およびロケーション・データが測定された時刻を含むことができる。上述のように、
受信した地理座標は、クライアント・システム１３０が静止しているときでさえ、ある量
の不正確さを有し得る。特定の実施形態において、ロケーション記録のフィルタリングに
よって、ロケーション記録を代表的なジオロケーション（geo-location）・データ・ポイ
ントへと減少させ、このジオロケーション・データ・ポイントをソーシャルネットワーキ
ング・システム１６０またはサードパーティ・システム１７０に格納することができる。
特定の実施形態において、例えば位置ｔなど現在のロケーション記録と、例えば位置ｔ－

１などにおける初期のジオロケーション・データ・ポイントとの間の距離を計算すること
ができ、計算された距離は所定のしきい値距離と比較される。上述のように、所定のしき
い値距離は、クライアント・システム１３０の全地球測位システム（ＧＰＳ）機能の測定
精度であってよい。特定の実施形態において、初期のジオロケーション・データ・ポイン
トの地理座標は、計算された距離が所定のしきい値距離未満であることに応じて、初期の
地理座標および現在のロケーション記録に少なくとも部分的に基づいて再計算され更新さ
れ得る。特定の実施形態において、初期の地理座標に関連付けられた時間の長さは、現在
のロケーション記録に関連付けられた時刻によって更新され得る。特定の実施形態におい
て、新たなジオロケーション・データ・ポイントは、計算された距離が所定のしきい値距
離を超えることに応じて作成され得る。後続のロケーション記録は、新たなジオロケーシ
ョン・データ・ポイントに関連付けられた地理座標を更新するために使用され得る。特定
の実施形態において、クライアント・システム１３０の移動の方向および速度は、時間の
長さゼロによるロケーション記録に少なくとも部分的に基づいて決定され得る。限定では
なく一例として、移動中のクライアント・システム１３０に関連付けられた時間の長さは
ゼロであってよい。特定の実施形態において、ソーシャルネットワーキング・システム１
６０またはサードパーティ・システム１７０は、フィルタリングを使用して、複数のジオ
ロケーション・データ・ポイントを分類することができる。一例として、クライアント・
システム１３０が、ある期間静止していた、または特定の方向に特定の速度で移動中であ
ることを、ソーシャルネットワーキング・システム１６０は決定することができる。
【００１４】
　特定の実施形態において、ソーシャルネットワーキング・システム１６０またはサード
パーティ・システム１７０は、クライアント・システム１３０からの複数のロケーション
記録をグループ化して、複数のジオロケーション・データ・ポイントを表す地理的クラス
タを決定することができる。限定ではなく一例として、複数のジオロケーション・データ
・ポイントは、後述のように、空間クラスタリング・アルゴリズムを使用してグループ化
され得る。特定の実施形態において、空間クラスタリング・アルゴリズムは、複数のジオ
ロケーション・データ・ポイントを、１つまたは複数の地理的クラスタとして表すことが
できる。特定の実施形態において、ソーシャルネットワーキング・システム１６０または
サードパーティ・システム１７０は、後述のように、空間クラスタリング・アルゴリズム
を使用して決定された地理的中心に少なくとも部分的に基づいて、ユーザ１０１の時間ベ
ースのルーチンを推論することができる。後述のように、ソーシャルネットワーキング・
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システム１６０またはサードパーティ・システム１７０は、ジオロケーション・クラスタ
を、１つまたは複数のルーチン・クラスタにグループ化することができる。後述のように
、ソーシャルネットワーキング・システム１６０またはサードパーティ・システム１７０
は、ルーチン・クラスタのルーチンの中心に基づいてユーザ１０１のパターンを決定する
ことができる。特定の実施形態において、ソーシャルネットワーキング・システム１６０
またはサードパーティ・システム１７０は、ルーチンの中心の１つまたは複数に対応する
場所を決定することができる。限定ではなく一例として、ソーシャルネットワーキング・
システム１６０またはサードパーティ・システム１７０は、ディレクトリ情報のデータベ
ースにアクセスし、ルーチンの中心の１つまたは複数を特定の住所に関連付けることがで
きる。
【００１５】
　上述のように、ソーシャルネットワーキング・システム１６０またはサードパーティ・
システム１７０は、クライアント・システム１３０上で実行されるアプリケーションによ
って行われるロケーション決定のポーリング頻度を状況に応じて調整することができる。
特定の実施形態において、ソーシャルネットワーキング・システム１６０またはサードパ
ーティ・システム１７０は、ルーチンの中心の１つまたは複数に対応する場所、およびル
ーチンの中心に関連付けられた時刻に少なくとも部分的に基づいてロケーション記録のポ
ーリング頻度を調整することができる。限定ではなく一例として、ユーザ１０１の現在の
ジオロケーションがホーム・ロケーションであり、その時間中は通常、ユーザ１０１がホ
ーム・ロケーションにいると推論されるときは、ポーリング頻度は減少され得る。別の例
として、ユーザ１０１の現在のジオロケーションが職場であり、その時間中は通常、ユー
ザ１０１が職場で働いていると推論されるときは、ポーリング頻度は減少され得る。上述
のように、ポーリング頻度を減少させることによって、ソーシャルネットワーキング・シ
ステム１６０またはサードパーティ・システム１７０によって送信されたアクティブ化信
号数が減少し、それによってロケーション記録の数が減少する。
【００１６】
　特定の実施形態において、ソーシャルネットワーキング・システム１６０は、クライア
ント・システム１３０の複数のロケーション記録から推論される時間ベースのルーチンか
らユーザ１０１が逸脱すると、そのことを検出することができる。特定の実施形態におい
て、ソーシャルネットワーキング・システム１６０またはサードパーティ・システム１７
０は、クライアント・システム１３０の現在のロケーション記録と、ユーザ１０１のルー
チンの中心との間の距離を計算することに少なくとも部分的に基づいて、時間ベースのル
ーチンからの逸脱を決定することができる。限定ではなく一例として、ソーシャルネット
ワーキング・システム１６０またはサードパーティ・システム１７０は、クライアント・
システム１３０の現在のロケーションまでの最小距離を有するジオロケーションのパター
ンから特定のルーチンの中心を決定することができる。特定の実施形態において、特定の
ルーチンの中心は、クライアント・システム１３０のロケーション・データの時間情報の
うち曜日および時刻に対応する。上述のように、ソーシャルネットワーク・システム１６
０またはサードパーティ・システム１７０は、ルーチンの中心の１つまたは複数、および
ルーチンの中心に関連付けられた時刻に対応する場所に少なくとも部分的に基づいて、ロ
ケーション記録のポーリング頻度を調整することができる。特定の実施形態において、ソ
ーシャルネットワーキング・システム１６０またはサードパーティ・システム１７０は、
ユーザ１０１の推論されたルーチンからの逸脱を検出することに応じて、ポーリング頻度
を増加させることができる。限定ではなく一例として、ソーシャルネットワーキング・シ
ステム１６０またはサードパーティ・システム１７０は、ユーザ１０１の推論された勤務
時間中にユーザ１０１の現在のジオロケーションがユーザ１０１の推論されたワーク・ロ
ケーションから逸脱することを検出することに応じて、ポーリング頻度を増加させること
ができる。特定の実施形態において、ソーシャルネットワーキング・システム１６０また
はサードパーティ・システム１７０は、ルーチンの中心の１つまたは複数、およびルーチ
ンの中心に関連付けられた時刻に対応する推論された場所に少なくとも部分的に基づいて
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、緊急事態が発生していることを決定することができる。限定ではなく一例として、ソー
シャルネットワーキング・システム１６０またはサードパーティ・システム１７０は、ユ
ーザ１０１または他のユーザが、推論された時間ベースのルーチンから実質的に同時に逸
脱していることを決定することに応じて、緊急事態が発生していることを推論することが
できる。例えば、ソーシャルネットワーキング・システム１６０またはサードパーティ・
システム１７０は、ユーザ１０１および他のユーザの現在のジオロケーションが、実質的
に同時に職場から逸脱していることを決定することに応じて、緊急事態が発生しているこ
とを決定することができる。別の例として、ソーシャルネットワーキング・システム１６
０またはサードパーティ・システム１７０は、ユーザの現在のジオロケーションが、ルー
チンの中心から、場所に対応しない通常とは異なるジオロケーション、例えば隔離された
ロケーションへと、長期間逸脱していることを決定することに応じて、緊急事態が発生し
ていることを決定することができる。
【００１７】
　ソーシャルネットワーキング・システム１６０またはサードパーティ・システム１７０
は、上述のように、ユーザ１０１の時間ベースのルーチンにアクセスし、クライアント・
システム１３０の現在のロケーションからの最小距離を有するユーザ１０１のルーチンの
中心を決定することができる。特定の実施形態において、時間ベースのルーチンからのユ
ーザ１０１の逸脱の測定は、クライアント・システム１３０の現在のロケーションと、ユ
ーザ１０１の最も近いルーチンの中心との間の距離に少なくとも部分的に基づいて決定さ
れ得る。限定ではなく一例として、ソーシャルネットワーキング・システム１６０は、ク
ライアント・システム１３０の現在のロケーションと、最も近いルーチンの中心との間の
距離が、勤務時間中の所定の距離よりも大きいことを決定し、ユーザ１０１が休暇中であ
ることを推論することができる。
【００１８】
　特定の実施形態において、ソーシャルネットワーキング・システム１６０またはサード
パーティ・システム１７０は、ソーシャル・グラフ情報、およびユーザ１０１による時間
ベースのルーチンの逸脱の決定に少なくとも部分的に基づいて、ユーザ１０１と関係を有
する別のユーザに通知を送信することができる。限定ではなく一例として、ソーシャルネ
ットワーキング・システム１６０は、ユーザ１０１が勤務時間中にサン・フランシスコに
いるとき、勤務時間中の最も可能性の高いロケーションがメンロー・パークであるユーザ
１０１が時間ベースのルーチンから逸脱していることを決定することができる。また、ソ
ーシャルネットワーキング・システム１６０は、ユーザ１０１に関連付けられたソーシャ
ル・グラフ情報に少なくとも部分的に基づいて、ユーザ１０１と関係を有する他のユーザ
の現在のロケーションを決定することができる。特定の実施形態において、ユーザ１０１
の現在のロケーションから所定の距離内に現在位置するユーザ１０１に対して関係を有す
る他のユーザは、ユーザ１０１の現在のロケーションの通知を受信することができる。限
定ではなく一例として、現在サン・フランシスコにいる別のユーザは、時間ベースのルー
チンが、ユーザ１０１が通常はメンロー・パークにいることを示すことに応じて、ユーザ
１０１がサン・フランシスコにいるという通知を受信することができる。
【００１９】
　特定の実施形態において、ユーザ１０１の情報は、ユーザ１０１の時間ベースのルーチ
ンに少なくとも部分的に基づいて推論され得る。特定の実施形態において、ソーシャルネ
ットワーキング・システムは、１つまたは複数のデータベースに格納された情報を、ユー
ザ１０１に関連付けられた時間ベースのルーチンと相関させて、ユーザ１０１の情報を推
論することができる。データベースに格納された情報は、ユーザ１０１に関連付けられた
ソーシャル・グラフ情報、またはビジネスおよびその物理的なロケーションの情報を含む
ことができる。限定ではなく一例として、ソーシャルネットワーキング・システム１６０
は、多くの人は毎週平日の午前２：００～５：００の間はホーム・ロケーションにいると
いう仮定、およびその時間におけるユーザ１０１の最も可能性の高いロケーションに関連
付けられたジオロケーションに少なくとも部分的に基づいて、ユーザ１０１のホーム・ロ
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ケーションを推論することができる。別の例として、ソーシャルネットワーキング・シス
テム１６０は、多くの人は毎週平日の午後２：００～５：００の間は職場にいるという仮
定、およびその時間におけるユーザ１０１の最も可能性の高いロケーションに関連付けら
れたジオロケーションと一致するジオロケーションを有するビジネスの情報に少なくとも
部分的に基づいて、ユーザ１０１の勤務場所を推論することができる。別の例として、ユ
ーザ１０１に関連付けられた職場および勤務時間の決定に基づいて、ソーシャルネットワ
ーキング・システム１６０は、ユーザ１０１が、職場に到着する前の時刻におけるコーヒ
ー・ショップのジオロケーションにルーチンの中心を有することに少なくとも部分的に基
づき、職場に行く途中の特定のコーヒー・ショップの常連であることを推論することがで
きる。特定の実施形態において、ソーシャルネットワーキング・システム１６０は、後述
のように、ユーザ１０１の時間ベースのルーチンに基づく推論された情報に応じて、ユー
ザ１０１に関連付けられたソーシャル・グラフ情報を変更または追加することができる。
【００２０】
　図２Ａ～図２Ｃは、周辺ロケーション記録の例示的なグループ化を示す。上述のように
、ソーシャルネットワーキング・システムまたはサードパーティ・システムは、空間クラ
スタリング・アルゴリズムを使用して、例えば１時間などの所定の時間間隔にわたって得
られるロケーション記録をフィルタリングすることによって得られた複数のジオロケーシ
ョン・データ・ポイント５０をグループ化することができる。限定ではなく一例として、
空間クラスタリングは、例えば午後４：００～４：５９の間、または午前１２：００～１
２：５９の間に得られたジオロケーション・データ・ポイント５０に対して行われ得る。
特定の実施形態において、空間クラスタリング・アルゴリズムは、ジオロケーション・デ
ータ・ポイント５０のセットを、１つまたは複数のジオロケーション・クラスタ５４とし
て表す。図２Ａに示されるように、特定の実施形態において、所定の数のジオロケーショ
ン・クラスタ５４のジオロケーション・セントロイド（geo-location centroid）５２は
、ジオロケーション・データ・ポイント５０の中に実質的にランダムに分配され得る。図
２Ａの例に示されるように、ジオロケーション・データ・ポイント５０は、ジオロケーシ
ョン・データ・ポイント５０とジオロケーション・セントロイド５２との間の距離に少な
くとも部分的に基づいて、特定のジオロケーション・クラスタ５４に割り当てられ得る。
限定ではなく一例として、各ジオロケーション・データ・ポイント５０は、特定のジオロ
ケーション・クラスタ５４のジオロケーション・セントロイド５２と、ジオロケーション
・データ・ポイント５０との間の最小距離を有する特定のジオロケーション・クラスタ５
４に割り当てられ得る。図２Ｂに示されるように、特定の実施形態において、各ジオロケ
ーション・クラスタ５４について、各ジオロケーション・クラスタ５４内のすべてのジオ
ロケーション・データ・ポイント５０の中心を計算してよく、ジオロケーション・セント
ロイド５２が、各ジオロケーション・クラスタ５４のジオロケーション・データ・ポイン
ト５０の中心のロケーションに更新される。図２Ｂの例に示されるように、ジオロケーシ
ョン・セントロイド５２は、ジオロケーション・データ・ポイント５０を切り離すジオロ
ケーションであってよい。
【００２１】
　図２Ｃの例に示されるように、ジオロケーション・クラスタ５４は、各ジオロケーショ
ン・データ・ポイント５０に最も近いジオロケーション・セントロイド５２を有する特定
のジオロケーション・クラスタ５４に各ジオロケーション・データ・ポイント５０を割り
当てることに少なくとも部分的に基づいて各ジオロケーション・データ・ポイント５０を
特定のジオロケーション・クラスタ５４に割り当てることによって、再編成することがで
きる。特定の実施形態において、図２Ａ～図２Ｃに示されるような、ジオロケーション・
クラスタ５４の中心を計算する工程、ジオロケーション・セントロイド５２を各ジオロケ
ーション・クラスタ５４内のジオロケーション・データ・ポイント５０の中心のロケーシ
ョンに更新する工程、およびジオロケーション・クラスタ５４を再編成する工程は、所定
の回数行われ得る。本開示は、空間クラスタリングの特定の方法を使用して複数のジオロ
ケーション・データ・ポイントをグループ化することを記載しているが、本開示は、例え
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ばｋ平均法または階層的クラスタリングなど、空間クラスタリングの任意の適切な方法を
使用して複数のジオロケーション・データ・ポイントをグループ化することを企図してい
る。特定の実施形態において、空間クラスタリングにより計算されたジオロケーション・
セントロイド５２は、ソーシャルネットワーキング・システムまたはサードパーティ・シ
ステムによって格納され得る。
【００２２】
　特定の実施形態において、後続のジオロケーション・データ・ポイント５０は、ジオロ
ケーション・クラスタ５４のジオロケーション・セントロイド５２をより正確にするため
に使用され得る。限定ではなく一例として、後続のジオロケーション・データ・ポイント
５０は、後続のジオロケーション・データ・ポイント５０と各ジオロケーション・クラス
タ５４のジオロケーション・セントロイド５２との間の距離が所定のしきい値未満である
ことに少なくとも部分的に基づいて、ジオロケーション・クラスタ５４のうちの１つに加
えられ得る。特定の実施形態において、新たなジオロケーション・クラスタ５４は、後続
のジオロケーション・データ・ポイント５０と各ジオロケーション・クラスタ５４のジオ
ロケーション・セントロイド５２との間の距離が所定のしきい値を超えることに応じて、
後続のジオロケーション・データ・ポイント５０から形成され得る。
【００２３】
　図３Ａ～図３Ｄは、時間ベースのルーチンの推定を示す。上述のように、図２Ａ～図２
Ｃの例に示されるように特定の日の各所定の時間間隔についてジオロケーション・クラス
タ５４を生成するために、各曜日について特定の所定の時間間隔の間に得られたロケーシ
ョン・データに対して空間クラスタリングが行われ得る。特定の実施形態において、ルー
チンの中心５６Ａ～５６Ｃは、ユーザに関連付けられたクライアント・デバイスのジオロ
ケーションのスナップショットを形成するために、特定の時刻および特定の曜日に計算さ
れたジオロケーション・セントロイドの空間クラスタリングによって生成され得る。限定
ではなく一例として、各曜日の各所定の時間期間について計算された地理的クラスタのジ
オロケーション・セントロイドの、図２Ａ～図２Ｃの例に示されるような空間クラスタリ
ングは、例えば２８日間など所定の期間にわたって、例えば１時間間隔など特定の時間間
隔で、例えば月曜日など特定の曜日に行われて、ルーチンの中心５６Ａ～５６Ｃを計算す
ることができる。特定の実施形態において、ジオロケーション・セントロイドの中心を計
算する工程、ルーチンの中心５６Ａ～５６Ｃをジオロケーション・セントロイドの各グル
ープ内のジオロケーション・セントロイドの中心のロケーションに更新する工程、および
ジオロケーション・セントロイドの各グループを再編成する工程は、所定の回数行われ得
る。図３Ａ～図３Ｄの例において、３人の特定のユーザに関連付けられた１つまたは複数
のルーチンの中心５６Ａ～５６Ｃは、計算されたジオロケーション・セントロイドの空間
クラスタリングによって特定の曜日の特定の時刻について決定され得る。
【００２４】
　図３Ａの例に示されるように、例えば午前８時など特定の時刻、および例えば月曜日な
ど特定の曜日に、ソーシャルネットワーキング・システムまたはサードパーティ・システ
ムは、各ユーザに関連付けられたルーチンの中心５６Ａ～５６Ｃを決定することができる
。図３Ａの例において、第１および第２のユーザに対する単一のルーチンの中心５６Ａお
よび５６Ｂはそれぞれ、第１および第２のユーザが、所定の期間全体を通して特定の曜日
の特定の時刻の間は一貫して特定のジオロケーションにいることを示すことができる。こ
れに対して、第３のユーザに関連付けられた複数のルーチンの中心５６Ｃは、その曜日の
その時刻の間、第３のユーザのジオロケーションにばらつきがあることを表すことができ
る。
【００２５】
　図３Ｂの例において、月曜日の午前９時には、第２のユーザに関連付けられたルーチン
の中心５６Ｂは、図３Ａの例に示されるような過去の時刻と実質的に同じジオロケーショ
ンにある。第１および第３のユーザに関連付けられた複数のルーチンの中心５６Ａおよび
５６Ｃはそれぞれ、特定の時刻および曜日における第１および第３のユーザのジオロケー
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ションにばらつきがあることを表すことができる。図３Ｃの例において、第３のユーザに
関連付けられたルーチンの中心５６Ｃは、所定の期間全体を通して特定の曜日の特定の時
刻の間は一貫して特定のジオロケーションにある。第１のユーザに関連付けられたルーチ
ンの中心５６Ａは、図３Ａおよび図３Ｂの例に示されるものよりも小さな地理的エリア内
にある。図３Ｃの例において、第１および第３のユーザに関連付けられたルーチンの中心
５６Ａおよび５６Ｃはそれぞれ、比較的小さな地理的エリア内にある。特定の実施形態に
おいて、特定の曜日の特定の時刻のロケーション記録が、比較的小さな地理的エリアに限
定されるとき、ルーチンの中心５６Ａ～５６Ｃは、図３Ａ～図３Ｃの例に示される詳細レ
ベルに比較してより高い精度レベルまでルーチンの中心５６Ａ～５６Ｃを決定することが
できる。
【００２６】
　ユーザの時間ベースのルーチンは、ルーチンの中心５６Ａ～５６Ｃに基づいて推論され
得る。特定の実施形態において、ルーチンの中心５６Ａ～５６Ｃは、ソーシャルネットワ
ーキング・システムまたはサードパーティ・システムによって、所定の期間にわたるログ
として格納され得る。限定ではなく一例として、ルーチンの中心５６Ａ～５６Ｃは、ユー
ザに関連付けられたルーチンの中心５６Ａ～５６Ｃのパターンを形成するために、ルーチ
ンの中心５６Ａ～５６Ｃの、時間経過に従うアニメーションによる連続または不連続なプ
レイバックとして表示され得る。ソーシャルネットワーキング・システムまたはサードパ
ーティ・システムは、ルーチンの中心５６Ａ～５６Ｃの１つまたは複数に対応する場所を
決定することができる。限定ではなく一例として、ソーシャルネットワーキング・システ
ムまたはサードパーティ・システムは、ビジネス情報のデータベースにアクセスし、１つ
または複数のルーチンの中心５６Ａ～５６Ｃを特定のビジネスに関連付けることができる
。特定の実施形態において、ユーザが特定の曜日の特定の時刻に特定のジオロケーション
にいることがある可能性は、特定の時刻に対応するジオロケーション・セントロイドが、
特定のジオロケーションに対応する特定のルーチンの中心５６Ａ～５６Ｃ内にある割合を
計算することによって推定され得る。限定ではなく一例として、第１のユーザに関連付け
られたルーチンの中心５６Ａが、特定の時刻に対応する１０箇所のジオロケーション・セ
ントロイドのうち８箇所のジオロケーション・セントロイドを含む場合、ソーシャルネッ
トワーキング・システムまたはサードパーティ・システムは、特定の曜日の特定の時刻の
間、８０％の確実性で第１のユーザがルーチンの中心５６Ａにいることを推論することが
できる。
【００２７】
　上述のように、ユーザの情報は、ユーザの時間ベースのルーチンに少なくとも部分的に
基づいて推論され得る。限定ではなく一例として、ソーシャルネットワーキング・システ
ムまたはサードパーティ・システムは、図３Ａの例によって示されるように、第１のユー
ザが月曜日の午前８時に単一のルーチンの中心５６Ａを有することに少なくとも部分的に
基づいて、第１のユーザのホーム・ロケーションがサン・フランシスコの特定のロケーシ
ョンであることを推論することができる。別の例として、ソーシャルネットワーキング・
システムまたはサードパーティ・システムは、図３Ｂおよび図３Ｃの例に示されるように
、ルーチンの中心５６Ａのばらつきに少なくとも部分的に基づいて、第１のユーザが通勤
中であり得ることを推論することができる。限定ではなく一例として、ソーシャルネット
ワーキング・システムまたはサードパーティ・システムは、データベースにアクセスして
、ルーチンの中心５６Ａが特定の高速道路に対応することを決定し、第１のユーザが職場
に通勤中であることを推論することができる。また、ソーシャルネットワーキング・シス
テムまたはサードパーティ・システムは、図３Ｄの例に示されるように、例えば午後１時
などの勤務時間中に比較的小さな地理的エリア内にルーチンの中心５６Ａを有すること、
およびルーチンの中心５６Ａに対応するジオロケーションを、ソーシャルネットワーキン
グ・システムまたはサードパーティ・システムの１つまたは複数のデータベースに格納さ
れた職場と相関させることに基づいて、第１のユーザの職場を推論することができる。
【００２８】
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　上述のように、推論される時間ベースのルーチンから特定のユーザが逸脱することに応
じて、特定のユーザに対して関係を有するユーザに、通知が送信され得る。特定の実施形
態において、ソーシャルネットワーキング・システムまたはサードバーティ・システムは
、ユーザの現在のジオロケーションまでの最小距離を有するルーチンの中心５６Ａ～５６
Ｃのパターンから、特定のルーチンの中心５６Ａ～５６Ｃを決定する。ソーシャルネット
ワーキング・システムまたはサードパーティ・システムは、パターンの特定のルーチンの
中心５６Ａ～５６Ｃと現在のジオロケーションとの距離を決定し、特定のルーチンの中心
５６Ａ～５６Ｃと現在のジオロケーションとの間の距離が所定の逸脱しきい値よりも長い
ことに応じて、１つまたは複数の他のユーザに通知を送信することができる。限定ではな
く一例として、図３Ｄの例に示されるように、第１のユーザが月曜日の午後１時には通常
メンロー・パークにいることを示すルーチンの中心５６Ａから逸脱する、第１のユーザが
その曜日のその時刻にサン・フランシスコにおいてロケーション記録を有することに応じ
て、第１のユーザに対して「友達」関係を有するユーザに通知が送信され得る。また、ユ
ーザの現在のジオロケーションと第１のユーザの現在のジオロケーションとの間の距離が
所定の近接しきい値よりも短い場合、第１のユーザに対して関係を有するユーザに、通知
が送信され得る。限定ではなく一例として、第１のユーザが、サン・フランシスコにいる
ことによりユーザのルーチンから逸脱していることの通知は、サン・フランシスコの現在
のジオロケーションを有する「友達」に送信され得る。
【００２９】
　図４は、例示的なモバイル・デバイスを示す。特定の実施形態において、クライアント
・システムは、上述のようにモバイル・デバイス１３０であってよい。本開示は、モバイ
ル・デバイス１３０が任意の適切な物理的形態を取ることを企図している。特定の実施形
態において、モバイル・デバイス１３０は、後述のようにコンピューティング・システム
であってよい。限定ではなく一例として、モバイル・デバイス１３０は、シングルボード
・コンピュータ・システム（ＳＢＣ）（例えば、コンピュータ・オン・モジュール（ＣＯ
Ｍ）もしくはシステム・オン・モジュール（ＳＯＭ）など）、ラップトップもしくはノー
トブック・コンピュータ・システム、モバイル電話、スマートフォン、パーソナル・デジ
タル・アシスタント（ＰＤＡ）、タブレット・コンピュータ・システム、またはこれらの
２つ以上の組合せであってよい。特定の実施形態において、モバイル・デバイス１３０は
、入力構成要素としてタッチ・センサ１２を有することができる。図４の例において、タ
ッチ・センサ１２は、モバイル・デバイス１３０の表面に組み込まれている。静電容量式
タッチ・センサの場合、２つのタイプの電極、すなわち送信用および受信用があり得る。
これらの電極は、電気パルスによって送信電極を駆動しタッチまたは近接入力により生じ
る受信電極からのキャパシタンスの変化を測定するように設計された制御装置に接続され
得る。図４の例において、１つまたは複数のアンテナ１４Ａおよび１４Ｂは、モバイル・
デバイス１３０の１つまたは複数の側面に組み込まれ得る。アンテナ１４Ａおよび１４Ｂ
は、電流を電波に、またはその逆に変換する構成要素である。信号の送信中、送信機は、
発振する無線周波数（ＲＦ）電流をアンテナ１４Ａおよび１４Ｂの端子に印加し、アンテ
ナ１４Ａおよび１４Ｂは、印加された電流のエネルギーを電磁（ＥＭ）波として放射する
。信号の受信中、アンテナ１４Ａおよび１４Ｂは、入来するＥＭ波をアンテナ１４Ａおよ
び１４Ｂの端子において電圧に変換する。電圧は、受信機に送信されて増幅され得る。
【００３０】
　上述のように、ソーシャルネットワーキング・システムまたはサードパーティ・システ
ムは、アクティブ化信号を使用してモバイル・デバイス１３０をポーリングまたは「ピン
」して、ロケーション情報を得ることができる。限定ではなく一例として、ソーシャルネ
ットワーキング・システムは、アクティブ化信号を送信してモバイル・デバイス１３０の
ロケーション・サービスをアクティブ化することにより、ロケーション・データのための
、モバイル・デバイス１３０によって実行されるアプリケーションをポーリングすること
ができる。アクティブ化信号は、例えば、ＷＩ－ＦＩまたは第３世代移動通信（３Ｇ）な
ど、ワイヤレス通信プロトコルを使用して送信され、１つまたは複数のアンテナ１４Ａお
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よび１４Ｂを介してモバイル・デバイス１３０によって受信され得る。特定の実施形態に
おいて、モバイル・デバイス１３０のロケーション・サービスは、例えば、１つまたは複
数のセルラ・タワーのロケーション、ＷＩ－ＦＩホットスポットに関連付けられたクラウ
ドソーシングのロケーション情報、またはモバイル・デバイス１３０のＧＰＳ機能を使用
するなど、ロケーション決定の１つまたは複数の方法を使用することができる。
【００３１】
　上述のように、ソーシャルネットワーキング・システムまたはサードパーティ・システ
ムは、所定のサンプリング期間の終了時に、モバイル・デバイス１３０によって実行され
るアプリケーションにアクティブ化信号を送信することができる。アプリケーションは、
送信信号を受信することに応じて、ソーシャルネットワーキング・システムまたはサード
パーティ・システムに、取得したロケーション・データなどの関連データを送信すること
ができる。特定の実施形態において、追加のロケーションサービス・アクティブ化信号が
、ロケーション・データの取得中にモバイル・デバイス１３０に定期的に送信されて、ロ
ケーション・データが取得される前にアプリケーションがスリープ・モードに戻らないよ
うにする。上述のように、ソーシャルネットワーキング・システムまたはサードパーティ
・システムは、モバイル・デバイス１３０が静止しているか移動中であるかに基づいて、
モバイル・デバイス１３０に送信されたデータの量を調整することができる。特定の実施
形態において、モバイル・デバイス１３０のロケーション・サービスは、所定のサンプリ
ング期間モバイル・デバイス１３０のアプリケーションをアクティブにする１つまたは複
数のロケーションサービス・アクティブ化信号を受信すると、所定のサンプリング期間ア
クティブ化される。
【００３２】
　アプリケーションは、ロケーションサービス・アクティブ化信号を受信することに応じ
て、モバイル・デバイス１３０のロケーション・サービスをアクティブ化する。特定の実
施形態において、モバイル・デバイス１３０のロケーション・サービスは、例えば、１つ
または複数のセルラ・タワーのロケーション、ＷＩ－ＦＩホットスポットに関連付けられ
たクラウドソーシングのロケーション情報、またはモバイル・デバイス１３０のＧＰＳ機
能を使用するなど、ロケーション決定の１つまたは複数の方法を使用することができる。
特定の実施形態において、モバイル・デバイス１３０のアプリケーションは、ロケーショ
ン・データ、および、例えば、近隣のセルラ・タワーからの信号強度など他の関連データ
を送信することができる。特定の実施形態において、モバイル・デバイス１３０のオペレ
ーティング・システム（ＯＳ）は、モバイル・デバイス１３０のロケーション・サービス
によって使用される様々な方法によって、データの収集に対してアービトレーションを行
うことができる。限定ではなく一例として、モバイル・デバイス１３０のロケーション・
サービスによって使用される方法は、ロケーション測定の所定のサンプリング期間に少な
くとも部分的に依存することができる。限定ではなく一例として、アプリケーションは、
モバイル・デバイス１３０が所定のサンプリング期間内にＧＰＳデータを取得できるかど
うかに少なくとも部分的に依存して、ＧＰＳデータをロケーション情報の主なソースとし
て使用することができる。別の例として、モバイル・デバイス１３０が所定のサンプリン
グ期間内にＧＰＳデータを取得できない場合、アプリケーションは、１つまたは複数のセ
ルラ・タワーまたはＷＩ－ＦＩホットスポットを使用して決定されたロケーションを使用
することができる。本開示は、ロケーション決定の特定の方法を使用したロケーション・
サービスを記載しているが、本開示は、ロケーション検出の任意の適切な方法または方法
の組合せを使用したロケーション・サービスを企図している。
【００３３】
　特定の実施形態において、モバイル・デバイス１３０上で実行されるアプリケーション
は、スリープ・モードからアプリケーションをウェイクさせるアクティブ化信号を受信し
、例えば１０秒など、所定のサンプリング期間モバイル・デバイス１３０のロケーション
・サービスをアクティブ化させる。上述のように、ソーシャルネットワーキング・システ
ムまたはサードパーティ・システムは、モバイル・デバイス１３０の移動距離に従って、
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ポーリング頻度（すなわち、各信号送信間の時間間隔）およびサンプリング期間を調整す
ることができる。所定のサンプリング期間は、ロケーション・データの所望の精度に少な
くとも部分的に依存する。所定のサンプリング期間を長くすると、アプリケーションがＧ
ＰＳデータを取得するより高い可能性を有すること、またはロケーション・サービスがよ
り詳細なＧＰＳデータを取得できること、に少なくとも部分的に起因して、モバイル・デ
バイス１３０のロケーションの精度が高まる。
【００３４】
　図５は、周辺ロケーション更新をグループ化するための例示的な方法を示す。この方法
は、工程３００において開始することができ、ここでコンピューティング・デバイスは、
ユーザに関連付けられたモバイル・コンピューティング・デバイスからロケーション・デ
ータを受信する。特定の実施形態において、ロケーション・データは、ユーザからの手操
作入力なしに自動的に送信される、１つまたは複数のロケーション記録を含むことができ
る。工程３０２は、ロケーション・データを１つまたは複数のジオロケーション・データ
・ポイントとして表す。特定の実施形態において、この表示は、ロケーション記録とジオ
ロケーション・データ・ポイントとの間の距離に少なくとも部分的に基づくことができる
。工程３０４において、コンピューティング・デバイスは、ジオロケーション・データ・
ポイントの１つまたは複数を、１つまたは複数のジオロケーション・クラスタにグループ
化し、この時点で、方法は終了することができる。特定の実施形態において、グループ化
は、各ジオロケーション・データ・ポイントと各ジオロケーション・クラスタのジオロケ
ーション・セントロイドとの間の距離に少なくとも部分的に基づくことができる。本開示
は、図５の方法の特定の工程を特定の順序で行われるものとして記載しかつ示しているが
、本開示は、図５の方法の任意の適切な工程が任意の適切な順序で行われることを企図し
ている。また、本開示は、特定の構成要素が図５の方法の特定の工程を実行することを記
載しかつ示しているが、本開示は、任意の適切な構成要素の任意の適切な組合せが図５の
方法の任意の適切な工程を実行することを企図している。
【００３５】
　図６は、ルーチンの推定のための例示的な方法を示す。この方法は、工程３１０におい
て開始することができ、ここでコンピューティング・デバイスは、１つまたは複数のジオ
ロケーション・クラスタの各々のジオロケーション・セントロイドを決定する。特定の実
施形態において、ジオロケーション・セントロイドは、そのジオロケーション・クラスタ
内の１つまたは複数のジオロケーション・データ・ポイントに対応する。ジオロケーショ
ン・データ・ポイントは、ユーザに関連付けられたモバイル・コンピューティング・デバ
イスからの１つまたは複数のロケーション記録を表すことができる。ジオロケーション・
セントロイドは、特定の曜日の特定の時刻の間に得られたロケーション記録に少なくとも
部分的に基づくことができる。特定の実施形態において、ロケーション・データは、ユー
ザからの手操作入力なしに自動的に送信される１つまたは複数のロケーション記録を含む
。工程３１２は、コンピューティング・デバイスによって、１つまたは複数のジオロケー
ション・セントロイドを１つまたは複数のグループにグループ化する。工程３１４におい
て、コンピューティング・デバイスは、各グループ内のいくつかのジオロケーション・セ
ントロイドに少なくとも部分的に基づいて、時間ベースのルーチンを決定し、この時点で
、方法は終了することができる。本開示は、図６の方法の特定の工程が特定の順序で行わ
れるものとして記載しかつ示しているが、本開示は、図６の方法の任意の適切な工程が任
意の適切な順序で行われることを企図している。また、本開示は、特定の構成要素が図６
の方法の特定の工程を実行することを記載しかつ示しているが、本開示は、任意の適切な
構成要素の任意の適切な組合せが、図６の方法の任意の適切な工程を実行することを企図
している。
【００３６】
　図７は、ユーザのパターンをラベリングするための例示的な方法を示す。この方法は、
工程３２０において開始することができ、ここでコンピューティング・デバイスは、ユー
ザに関連付けられたログにアクセスする。特定の実施形態において、ログは、ある時点に
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おけるユーザのジオロケーションをそれぞれが示すエントリを含む。ログは、ある期間に
わたることができ、エントリのいくつかは、ユーザによる手操作入力なしに、ユーザのモ
バイル・コンピューティング・デバイスによって決定され報告されたジオロケーションに
基づくことができる。特定の実施形態において、ロケーション・データは、ユーザによる
手操作の入力なしに自動的に送信される１つまたは複数のロケーション記録を含む。工程
３２２は、コンピューティング・デバイスによって、この時点におけるユーザのジオロケ
ーションの中のパターンを決定する。工程３２４は、コンピューティング・デバイスによ
って、ジオロケーションのいくつかについてジオロケーションに対応する場所を決定する
。工程３２６において、コンピューティング・デバイスは、パターンおよび場所に少なく
とも部分的に基づいてユーザのルーチンを推論し、この時点で、方法は終了することがで
きる。本開示は、図７の方法の特定の工程が特定の順序で行われるものとして記載しかつ
説明しているが、本開示は、図７の方法の任意の適切な工程が任意の適切な順序で行われ
ることを企図している。また、本開示は、特定の構成要素が図７の方法の特定の工程を実
行すること記載しかつ示しているが、本開示は、任意の適切な構成要素の任意の適切な組
合せが図７の方法の任意の適切な工程を実行することを企図している。
【００３７】
　図８は、ルーチン逸脱通知を提供するための例示的な方法を示す。この方法は、工程３
３０において開始することができ、ここでコンピューティング・デバイスは、ある期間に
わたるユーザのいくつかのジオロケーションの中のパターンを決定する。特定の実施形態
において、各ジオロケーションは、ユーザによる手操作入力なしにユーザのモバイル・コ
ンピューティング・デバイスによって決定され報告される。工程３３２は、コンピューテ
ィング・デバイスによって、モバイル・コンピューティング・デバイスの現在のジオロケ
ーションまでの最小距離を有する、パターンにおけるジオロケーションの中の特定のジオ
ロケーションを決定する。工程３３４は、コンピューティング・デバイスによって、特定
のジオロケーションと現在のジオロケーションとの間の距離を決定する。工程３３６にお
いて、コンピューティング・デバイスは、距離が所定の逸脱しきい値よりも長いことに応
じて、他のユーザに現在のロケーションの通知を送信し、この時点で、方法は終了するこ
とができる。特定の実施形態において、他のユーザは、ユーザに関連付けられたソーシャ
ル・グラフ情報に少なくとも部分的に基づいて、ユーザに対する関係を有する。本開示は
、図８の方法の特定の工程が特定の順序で行われるものとして記載しかつ示しているが、
本開示は、図８の方法の任意の適切な工程が任意の適切な順序で行われることを企図して
いる。また、本開示は、特定の構成要素が図８の方法の特定の工程を実行することを記載
しかつ示しているが、本開示は、任意の適切な構成要素の任意の適切な組合せが図８の方
法の任意の適切な工程を実行することを企図している。
【００３８】
　図９は、ユーザにルーチン逸脱を通知するための例示的な方法を示す。この方法は、工
程３４０において開始することができ、ここでモバイル・コンピューティング・デバイス
は、１つまたは複数のロケーション記録を含むロケーション・データを送信する。特定の
実施形態において、ロケーション記録は、第１のユーザの現在のジオロケーションに対応
する。工程３４２において、モバイル・コンピューティング・デバイスは、第２のユーザ
に関連付けられた特定のジオロケーションと、第２のユーザの現在のジオロケーションと
の間の距離が所定の逸脱しきい値よりも大きいことに応じて、第２のユーザの現在のジオ
ロケーションの通知を受信し、この時点で、方法は終了することができる。特定の実施形
態において、パターンは、ある期間にわたる第２のユーザのジオロケーションを含む。ま
た、特定のジオロケーションは、第２のユーザの現在のジオロケーションまでの最小距離
を有することができる。第２のユーザは、第１のユーザに関連付けられたソーシャル・グ
ラフ情報に少なくとも部分的に基づいて、第１のユーザに対する関係を有することができ
る。本開示は、図９の方法の特定の工程が特定の順序で行われるものとして記載しかつ示
しているが、本開示は、図９の方法の任意の適切な工程が任意の適切な順序で行われるこ
とを企図している。また、本開示は、特定の構成要素が図９の方法の特定の工程を実行す
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ることを記載しかつ示しているが、本開示は、任意の適切な構成要素の任意の適切な組合
せが図９の方法の任意の適切な工程を実行することを企図している。
【００３９】
　図１０は、例示的なソーシャル・グラフを示す。特定の実施形態において、ソーシャル
ネットワーキング・システム１６０は、１つまたは複数のデータ・ストア中に１つまたは
複数のソーシャル・グラフ２００を格納することができる。特定の実施形態において、ソ
ーシャル・グラフ２００は、複数のユーザ・ノード２０２または複数のコンセプト・ノー
ド２０４を含むことができる複数のノードと、ノードをつなぐ複数のエッジ２０６とを含
むことができる。図１０に示される例示的なソーシャル・グラフ２００は、教示目的で２
次元の視覚的なマップ表示として示されている。特定の実施形態において、ソーシャルネ
ットワーキング・システム１６０、クライアント・システム１３０、またはサードパーテ
ィ・システム１７０は、ソーシャル・グラフ２００、および適切なアプリケーションのた
めの関連するソーシャル・グラフ情報にアクセスすることができる。ソーシャル・グラフ
２００のノードおよびエッジは、例えば（ソーシャル・グラフ・データベースなどの）デ
ータ・ストアに、データ・オブジェクトとして格納され得る。こうしたデータ・ストアは
、ソーシャル・グラフ２００のノードまたはエッジの１つまたは複数の探索可能または照
会可能なインデックスを含むことができる。
【００４０】
　特定の実施形態において、ユーザ・ノード２０２は、ソーシャルネットワーキング・シ
ステム１６０のユーザに対応することができる。限定ではなく一例として、ユーザは、ソ
ーシャルネットワーキング・システム１６０と対話する、またはソーシャルネットワーキ
ング・システム１６０を介して通信する、個人（人間のユーザ）、エンティティ（例えば
、企業、ビジネス、もしくはサードパーティのアプリケーション）、またはグループ（例
えば、個人もしくは企業の）であってよい。特定の実施形態において、ユーザがソーシャ
ルネットワーキング・システム１６０にアカウントの登録をするとき、ソーシャルネット
ワーキング・システム１６０はユーザに対応するユーザ・ノード２０２を作成し、ユーザ
・ノード２０２を１つまたは複数のデータ・ストアに格納することができる。本明細書に
記載されるユーザおよびユーザ・ノード２０２は、必要な場合、登録されたユーザ、およ
び登録されたユーザに関連付けられたユーザ・ノード２０２を指すことができる。これに
加えて、または代替として、本明細書に記載されるユーザおよびユーザ・ノード２０２は
、必要な場合、ソーシャルネットワーキング・システム１６０にまだ登録されていないユ
ーザを指すことができる。特定の実施形態において、ユーザ・ノード２０２は、ユーザに
よって提供された情報、またはソーシャルネットワーキング・システム１６０を含む様々
なシステムによって集められた情報に関連付けられ得る。限定ではなく一例として、ユー
ザは、自分の名前、プロファイル・ピクチャ、コンタクト情報、生年月日、性別、婚姻状
況、家族状況、職業、学歴、好み、関心、または他の人口統計情報を提供することができ
る。特定の実施形態において、ユーザ・ノード２０２は、ユーザに関連付けられた情報に
対応する１つまたは複数のデータ・オブジェクトに関連付けられ得る。特定の実施形態に
おいて、ユーザ・ノード２０２は、１つまたは複数のウェブページに対応することができ
る。
【００４１】
　特定の実施形態において、ユーザ・ノード２０２は、ユーザの時間ベースのルーチンか
ら推論された情報に関連付けられ得る。限定ではなく一例として、ユーザのホーム・ロケ
ーションは、例えば午前２：００～５：００など特定の時間に得られたルーチンの中心か
ら推論され、ユーザのホーム・ロケーションはユーザ・ノード２０２に関連付けられ得る
。特定の実施形態において、ソーシャルネットワーキング・システム１６０は、ユーザに
よって提供された情報を増強することができ得る。限定ではなく一例として、ユーザは、
サン・フランシスコのホーム・ロケーションを提供することができ、ソーシャルネットワ
ーキング・システム１６０は、サン・フランシスコの特定のエリアまたはストリート内の
精度でユーザのホーム・ロケーションを推論することができる。また、ソーシャルネット
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ワーキング・システムは、エリアまたはストリート情報をユーザ・ノード２０２に関連付
けることができる。
【００４２】
　特定の実施形態において、コンセプト・ノード２０４は、コンセプトに対応することが
できる。限定ではなく一例として、コンセプトは、場所（例えば、映画館、レストラン、
ランドマーク、もしくは都市など）、ウェブサイト（例えば、ソーシャルネットワーキン
グ・システム１６０に関連付けられたウェブサイトもしくはウェブアプリケーション・サ
ーバに関連付けられたもしくはサードパーティ・ウェブサイトなど）、エンティティ（例
えば、人、ビジネス、グループ、スポーツ・チーム、もしくは有名人など）、ソーシャル
ネットワーキング・システム１６０内もしくはウェブアプリケーション・サーバなど外部
サーバ上に配置され得るリソース（例えば、オーディオ・ファイル、ビデオ・ファイル、
デジタル・フォト、テキスト・ファイル、構造化ドキュメント、もしくはアプリケーショ
ンなど）、不動産もしくは知的財産（例えば、彫刻、絵画、映画、ゲーム、歌、アイデア
、写真、もしくは著作など）、ゲーム、アクティビティ、アイデアもしくは理論、別の適
切なコンセプト、または２つ以上のこうしたコンセプトに対応することができる。コンセ
プト・ノード２０４は、ユーザによって提供されたコンセプトの情報、またはソーシャル
ネットワーキング・システム１６０を含む様々なシステムによって集められた情報に関連
付けられ得る。限定ではなく一例として、コンセプトの情報は、名前もしくは肩書き、１
つもしくは複数の画像（例えば、書籍のカバー・ページの画像）、ロケーション（例えば
、アドレスもしくは地理的ロケーション）、（ＵＲＬに関連付けられ得る）ウェブサイト
、コンタクト情報（例えば、電話番号もしくはＥメール・アドレス）、他の適切なコンセ
プト情報、またはこうした情報の任意の適切な組合せを含むことができる。特定の実施形
態において、コンセプト・ノード２０４は、コンセプト・ノード２０４に関連付けられた
情報に対応する１つまたは複数のデータ・オブジェクトに関連付けられ得る。特定の実施
形態において、コンセプト・ノード２０４は、１つまたは複数のウェブページに対応する
ことができる。
【００４３】
　特定の実施形態において、ソーシャル・グラフ２００中のノードは、（「プロファイル
・ページ」と呼ばれることがある）ウェブページを表すことができ、またはこうしたウェ
ブページによって表され得る。プロファイル・ページは、ソーシャルネットワーキング・
システム１６０によってホストされてよく、またはソーシャルネットワーキング・システ
ム１６０にアクセス可能としてもよい。また、プロファイル・ページは、サードパーティ
・サーバ１７０に関連付けられたサードパーティ・ウェブサイト上でホストされ得る。限
定ではなく一例として、特定の外部ウェブページに対応するプロファイル・ページは、そ
の特定の外部ウェブページであってよく、プロファイル・ページは、特定のコンセプト・
ノード２０４に対応することができる。プロファイル・ページは、他のユーザのすべてま
たは選択されたサブセットによって閲覧可能であってよい。限定ではなく一例として、ユ
ーザ・ノード２０２は、対応するユーザが、コンテンツを追加し、告知をし、または、さ
もなければ自己紹介をすることができる、対応するユーザプロファイル・ページを有する
ことができる。限定ではなく別の例として、コンセプト・ノード２０４は、特にコンセプ
ト・ノード２０４に対応するコンセプトに対して、１または複数のユーザが、コンテンツ
を追加し、告知をし、または自己紹介をすることができる、対応するコンセプトプロファ
イル・ページを有することができる。
【００４４】
　特定の実施形態において、コンセプト・ノード２０４は、サードパーティ・システム１
７０によってホストされたサードパーティ・ウェブページまたはリソースを表すことがで
きる。サードパーティ・ウェブページまたはリソースは、他の要素の中に、アクションま
たはアクティビティを表す（例えば、ＪａｖａＳｃｒｉｐｔ（登録商標）、ＡＪＡＸ、ま
たはＰＨＰのコードで実装され得る）コンテンツ、選択可能もしくはその他のアイコン、
または他の相互に動作可能なオブジェクトを含むことができる。限定ではなく一例として
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、サードパーティ・ウェブページは、「いいね！」、「チェックイン」、「たべる」、「
おすすめ」、または別の適切なアクションまたはアクティビティなどの選択可能なアイコ
ンを含むことができる。サードパーティ・ウェブページを閲覧しているユーザは、アイコ
ンのうちの１つ（例えば「たべる」）を選択することによってアクションを行い、クライ
アント・システム１３０がソーシャルネットワーキング・システム１６０にユーザのアク
ションを示すメッセージを送信するようにさせることができる。メッセージに応じて、ソ
ーシャルネットワーキング・システム１６０は、ユーザに対応するユーザ・ノード２０２
と、サードパーティ・ウェブページまたはリソースに対応するコンセプト・ノード２０４
との間にエッジ（例えば、「たべる」エッジ）を作成し、エッジ２０６を１つまたは複数
のデータ・ストアに格納することができる。
【００４５】
　特定の実施形態において、ソーシャル・グラフ２００における１対のノードは、１つま
たは複数のエッジ２０６によって互いにつながっていてよい。１対のノードをつなぐエッ
ジ２０６は、１対のノード間の関係を表すことができる。特定の実施形態において、エッ
ジ２０６は、１対のノード間の関係に対応する１つまたは複数のデータ・オブジェクトま
たは属性を含むまたは表すことができる。限定ではなく一例として、第１のユーザは、第
２のユーザが第１のユーザの「友達」であることを示すことができる。この指標に応じて
、ソーシャルネットワーキング・システム１６０は、「友達リクエスト」を第２のユーザ
に送信することができる。第２のユーザが「友達リクエスト」を承認する場合、ソーシャ
ルネットワーキング・システム１６０は、ソーシャル・グラフ２００において第１のユー
ザのユーザ・ノード２０２と第２のユーザのユーザ・ノード２０２とをつなぐエッジ２０
６を作成し、エッジ２０６をソーシャル・グラフ情報としてデータ・ストア２４の１つま
たは複数に格納することができる。図１０の例において、ソーシャル・グラフ２００は、
ユーザ「Ａ」およびユーザ「Ｂ」の各ユーザ・ノード２０２間の友達関係を示すエッジ２
０６、ならびにユーザ「Ｃ」およびユーザ「Ｂ」の各ユーザ・ノード２０２間の友達関係
を示すエッジを含む。本開示は、特定のユーザ・ノード２０２をつなぐ特定の属性を有す
る特定のエッジ２０６を記載しまたは示しているが、本開示は、ユーザ・ノード２０２を
つなぐ任意の適切な属性を有する任意の適切なエッジ２０６を企図している。限定ではな
く一例として、エッジ２０６は、交友関係、家族関係、ビジネスもしくは雇用関係、ファ
ン関係、フォロワ関係、ビジタ関係、加入者関係、主従関係、相互関係、非相互関係、別
の適切なタイプの関係、または２つ以上のこうした関係を表すことができる。また、本開
示は全般的に、ノードがつながっているものとして記載しているが、本開示はまた、ユー
ザまたはコンセプトがつながっているものとしても記載している。本明細書において、ユ
ーザまたはコンセプトがつながっているということへの言及は、必要な場合、こうしたユ
ーザまたはコンセプトに対応するノードが、１つまたは複数のエッジ２０６によって、ソ
ーシャル・グラフ２００においてつながっていることを指すことができる。上述のように
、時間ベースのルーチンから逸脱するユーザに対して関係を有するユーザ・ノード２０２
に関連付けられたユーザに、通知が送信され得る。限定ではなく一例として、ユーザ「Ａ
」が、例えば、勤務時間中にサン・フランシスコにいることによってなど、時間ベースの
ルーチンから逸脱することに応じて、サン・フランシスコで働いており友達関係によって
ユーザ「Ａ」につながっているユーザ「Ｂ」に通知が送信され得る。
【００４６】
　特定の実施形態において、ユーザ・ノード２０２とコンセプト・ノード２０４との間の
エッジ２０６は、コンセプト・ノード２０４に関連付けられたコンセプトに向かうユーザ
・ノード２０２に関連付けられたユーザによって行われる特定のアクションまたはアクテ
ィビティを表すことができる。限定ではなく一例として、図１０に示されるように、ユー
ザは、コンセプトに対して「いいね」、「通学済み」、「プレイ済み」、「聴取済み」、
「調理済み」、「勤務済み」、または「視聴済み」を表すことができ、その各々は、エッ
ジのタイプまたはサブタイプに対応することができる。コンセプト・ノード２０４に対応
するコンセプトプロファイル・ページは、例えば、選択可能な「チェックイン」アイコン
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（例えばクリック可能な「チェックイン」アイコンなど）、または選択可能な「お気に入
りに追加」アイコンを含むことができる。同様に、ユーザがこうしたアイコンをクリック
した後に、ソーシャルネットワーキング・システム１６０は、各アクションに対応するユ
ーザのアクションに応じて、「お気に入り」エッジまたは「チェックイン」エッジを作成
することができる。限定ではなく別の例として、ユーザ（「ユーザＣ」）は、特定のアプ
リケーション（オンライン音楽アプリケーションのスポティファイ（ＳＰＯＴＩＦＹ）（
登録商標））を使用して、特定の歌（「ランブル・オン」）を聴くことができる。この場
合、ソーシャルネットワーキング・システム１６０は、ユーザに対応するユーザ・ノード
２０２と、歌およびアプリケーションに対応するコンセプト・ノード２０４との間に（図
１０に示されるような）「聴取済み」エッジ２０６および「使用済み」エッジを作成して
、ユーザが歌を聴き、アプリケーションを使ったことを示すことができる。また、ソーシ
ャルネットワーキング・システム１６０は、歌およびアプリケーションに対応する各コン
セプト・ノード２０４間に（図１０に示されるような）「プレイ済み」エッジ２０６を作
成して、特定の歌が特定のアプリケーションによってプレイされたことを示すことができ
る。この場合、「プレイ済み」エッジ２０６は、外部オーディオ・ファイル（歌「イマジ
ン」）に対して外部アプリケーション（スポティファイ）によって行われるアクションに
対応する。本開示は、ユーザ２０２とコンセプト・ノード２０４とをつなぐ特定の属性を
有する特定のエッジ２０６を記載しているが、本開示は、ユーザ・ノード２０２とコンセ
プト・ノード２０４とをつなぐ任意の適切な属性を有する任意の適切なエッジ２０６を企
図している。また、本開示は、ユーザ・ノード２０２とコンセプト・ノード２０４との間
のエッジが単一の関係を表すことを記載しているが、本開示は、ユーザ・ノード２０２と
コンセプト・ノード２０４との間のエッジが１つまたは複数の関係を表すことを企図して
いる。限定ではなく一例として、エッジ２０６は、特定のコンセプトにおいて、ユーザが
気に入っていることと、ユーザが使用したこととの両方を表すことができる。あるいは、
別のエッジ２０６が、（図１０において、ユーザ「Ｅ」のユーザ・ノード２０２と「スポ
ティファイ」のコンセプト・ノード２０４との間で示されるような）ユーザ・ノード２０
２とコンセプト・ノード２０４との間の各タイプの関係（または複数の単一関係）を表す
ことができる。
【００４７】
　特定の実施形態において、ソーシャルネットワーキング・システム１６０は、ソーシャ
ル・グラフ２００においてユーザ・ノード２０２とコンセプト・ノード２０４との間にエ
ッジ２０６を作成することができる。限定ではなく一例として、（例えば、ユーザのクラ
イアント・システム１３０によってホストされるウェブ・ブラウザまたは専用のアプリケ
ーションを使用することによってなど）コンセプトプロファイル・ページを閲覧するユー
ザは、ユーザのクライアント・システム１３０に、コンセプトプロファイル・ページに関
連付けられたコンセプトをユーザが好んでいることを示すメッセージをソーシャルネット
ワーキング・システム１６０に送信させ得る「いいね！」アイコンのクリックまたは選択
によって、コンセプト・ノード２０４によって表されるコンセプトをユーザが気に入って
いることを示すことができる。メッセージに応じて、ソーシャルネットワーキング・シス
テム１６０は、ユーザとコンセプト・ノード２０４との間の「いいね」エッジ２０６によ
って示されるように、ユーザに関連付けられたユーザ・ノード２０２とコンセプト・ノー
ド２０４との間にエッジ２０６を作成することができる。特定の実施形態において、ソー
シャルネットワーキング・システム１６０は、エッジ２０６を１つまたは複数のデータ・
ストアに格納することができる。特定の実施形態において、エッジ２０６は、特定のユー
ザ・アクションに応じて、ソーシャルネットワーキング・システム１６０によって自動的
に形成され得る。限定ではなく一例として、第１のユーザが、ピクチャをアップロードす
る、映画を観る、または歌を聴く場合、第１のユーザに対応するユーザ・ノード２０２と
、こうしたコンセプトに対応するコンセプト・ノード２０４との間にエッジ２０６が形成
され得る。本開示は、特定のエッジ２０６を特定の方法で形成することを記載しているが
、本開示は、任意の適切なエッジ２０６を任意の適切な方法で形成することを企図してい
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る。
【００４８】
　特定の実施形態において、ソーシャルネットワーキング・システム１６０は、上述のよ
うに、ユーザの時間ベースのルーチンから推論されたユーザの情報に応じて、ソーシャル
・グラフ２００においてユーザ・ノード２０２とコンセプト・ノード２０４との間にエッ
ジ２０６を作成することができる。限定ではなく一例として、ソーシャルネットワーキン
グ・システム１６０は、ユーザの時間ベースのルーチン、および１つまたは複数のコンセ
プト・ノード２０４に関連付けられた情報に基づいて、ユーザ・ノード２０２に関連付け
られたユーザが特定のコーヒー・ショップを気に入っていることを推論することができる
。上述のように、ソーシャルネットワーキング・システム１６０は、ユーザの推論された
職場に到着する前の時刻において、ユーザに関連付けられたルーチンの中心がコーヒー・
ショップのロケーションに一致することに少なくとも部分的に基づいて、ユーザが特定の
コーヒー・ショップによく行くことを推論することができる。また、ソーシャルネットワ
ーキング・システムは、ユーザに関連付けられたユーザ・ノード２０２と特定のコーヒー
・ショップに関連付けられたコンセプト・ノード２０４との間に「いいね」に対応するエ
ッジ２０６を作成することができる。別の例として、ソーシャルネットワーキング・シス
テムは、ユーザの推論された時間ベースのルーチンに少なくとも部分的に基づいて、ユー
ザ・ノード２０２と、ビジネスに対応するコンセプト・ノード２０４との間にエッジ２０
６を作成することができる。上述のように、ソーシャルネットワーキング・システムは、
ユーザが事業所にルーチンの中心を有することに基づいてユーザの雇用主を推論すること
ができ、ユーザ・ノード２０２と、雇用主に対応するコンセプト・ノード２０４との間に
「勤務済み」関係に対応するエッジ２０６を作成することができる。
【００４９】
　別の例として、ソーシャルネットワーキング・システム１６０は、ユーザの時間ベース
のルーチンに少なくとも部分的に基づいて、ユーザ・ノード２０２と、特定のタイプの音
楽または特定のスポーツ・チームに対応するコンセプト・ノード２０４との間に「いいね
」関係に対応するエッジ２０６を作成することができる。ソーシャルネットワーキング・
システム１６０は、スポーツ・チームの会場にユーザがルーチンの中心を有することに応
じて、ユーザ・ノード２０２と、特定のスポーツ・チームに対応するコンセプト・ノード
２０４との間に「いいね」関係に対応するエッジ２０６を作成することができる。別の例
として、ソーシャルネットワーキング・システム１６０は、特定のタイプの音楽に特化し
た、例えばジャズ・クラブなどの会場にユーザがルーチンの中心を有することに応じて、
ユーザ・ノード２０２と、特定のタイプの音楽に対応するコンセプト・ノード２０４との
間に「いいね」関係に対応するエッジ２０６を作成することができる。
【００５０】
　図１１は、例示的なコンピューティング・システムを示す。特定の実施形態において、
１つまたは複数のコンピュータ・システム６０は、本明細書に記載または示された１つま
たは複数の方法の１つまたは複数の工程を行う。特定の実施形態において、１つまたは複
数のコンピュータ・システム６０は、本明細書に記載または示された機能を提供する。特
定の実施形態において、１つまたは複数のコンピュータ・システム６０上で動作するソフ
トウェアは、本明細書に記載もしくは示された１つもしくは複数の方法の１つもしくは複
数の工程を行う、または本明細書に記載または示された機能を提供する。特定の実施形態
は、１つまたは複数のコンピュータ・システム６０の１つまたは複数の部分を含む。本明
細書において、コンピュータ・システムへの言及は、必要な場合、コンピューティング・
デバイスを包含することができる。また、コンピュータ・システムへの言及は、必要な場
合、１つまたは複数のコンピュータ・システムを包含することができる。
【００５１】
　本開示は、任意の適切な数のコンピュータ・システム６０を企図している。本開示は、
コンピュータ・システム６０が、任意の適切な物理的形態を取ることを企図している。限
定ではなく一例として、コンピュータ・システム６０は、エンベデッド・コンピュータ・
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システム、システム・オン・チップ（ＳＯＣ）、シングル・ボード・コンピュータ・シス
テム（ＳＢＣ）（例えば、コンピュータ・オン・モジュール（ＣＯＭ）もしくはシステム
・オン・モジュール（ＳＯＭ）など）、デスクトップ・コンピュータ・システム、ラップ
トップもしくはノートブック・コンピュータ・システム、インタラクティブ・キオスク、
メインフレーム、コンピュータ・システムのメッシュ、モバイル電話、パーソナル・デジ
タル・アシスタント（ＰＤＡ）、サーバ、タブレット・コンピュータ・システム、または
これらの２つ以上の組合せであってよい。必要な場合、コンピュータ・システム６０は、
１つまたは複数のコンピュータ・システム６０を含むことができ、一体型または分散型で
あってよく、複数のロケーションにわたってもよく、複数のマシンにわたってもよく、複
数のデータ・センタにわたってもよく、または１つまたは複数のネットワークに１つまた
は複数のクラウド構成要素を含むことができるクラウドにあってもよい。必要な場合、１
つまたは複数のコンピュータ・システム６０は、空間的にも時間的にも実質的に限定され
ることなく、本明細書に記載または示された１つまたは複数の方法の１つまたは複数の工
程を行うことができる。限定ではなく一例として、１つまたは複数のコンピュータ・シス
テム６０は、本明細書に記載または示された１つまたは複数の方法の１つまたは複数の工
程を、リアルタイムまたはバッチ・モードで行うことができる。１つまたは複数のコンピ
ュータ・システム６０は、必要な場合、本明細書に記載または示された１つまたは複数の
方法の１つまたは複数の工程を、異なる時刻または異なるロケーションにおいて行うこと
ができる。
【００５２】
　特定の実施形態において、コンピュータ・システム６０は、プロセッサ６２、メモリ６
４、ストレージ６６、入力／出力（Ｉ／Ｏ）インターフェース６８、通信インターフェー
ス７０、およびバス７２を含む。本開示は、特定の構成に特定の数の特定の構成要素を有
する特定のコンピュータ・システムを記載しかつ示しているが、本開示は、任意の適切な
構成に任意の適切な数の任意の適切な構成要素を有する任意の適切なコンピュータ・シス
テムを企図している。
【００５３】
　特定の実施形態において、プロセッサ６２は、コンピュータ・プログラムを構成するも
のなど、命令を実行するためのハードウェアを含む。限定ではなく一例として、命令を実
行するためにプロセッサ６２は、内部レジスタ、内部キャッシュ、メモリ６４、またはス
トレージ６６から命令を取得（またはフェッチ）し、命令をデコードして実行し、次いで
１つまたは複数の結果を内部レジスタ、内部キャッシュ、メモリ６４、またはストレージ
６６に書き込むことができる。特定の実施形態において、プロセッサ６２は、データ、命
令、またはアドレス用に、１つまたは複数の内部キャッシュを含むことができる。本開示
は、必要な場合、任意の適切な数の任意の適切な内部キャッシュを含むプロセッサ６２を
企図している。限定ではなく一例として、プロセッサ６２は、１つまたは複数の命令キャ
ッシュ、１つまたは複数のデータ・キャッシュ、および１つまたは複数のトランスレーシ
ョン・ルックアサイド・バッファ（ＴＬＢ）を含むことができる。命令キャッシュ中の命
令は、メモリ６４またはストレージ６６中の命令のコピーであってよく、命令キャッシュ
は、プロセッサ６２による命令の取得を高速化することができる。データ・キャッシュ中
のデータは、プロセッサ６２において実行する命令がその上で動作するようにメモリ６４
もしくはストレージ６６中のデータのコピーであってよく、またはプロセッサ６２におい
て実行する後続の命令によるアクセスのために、もしくはメモリ６４もしくはストレージ
６６に書き込むためにプロセッサ６２において実行された過去の命令の結果であってよく
、または他の適切なデータであってよい。データ・キャッシュは、プロセッサ６２による
読み取りまたは書き込み動作を高速化することができる。ＴＬＢは、プロセッサ６２に対
する仮想アドレス変換を高速化することができる。特定の実施形態において、プロセッサ
６２は、データ、命令、またはアドレス用に、１つまたは複数の内部レジスタを含むこと
ができる。本開示は、必要な場合、任意の適切な数の任意の適切な内部レジスタを含むプ
ロセッサ６２を企図している。必要な場合、プロセッサ６２は、１つまたは複数の算術論
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理装置（ＡＬＵ）を含むことができ、マルチコア・プロセッサであってよく、または１つ
もしくは複数のプロセッサ６２を含んでもよい。本開示は、特定のプロセッサを記載しか
つ示しているが、本開示は、任意の適切なプロセッサを企図している。
【００５４】
　特定の実施形態において、メモリ６４は、プロセッサ６２が実行するための命令、また
はプロセッサ６２がそれに対する動作をするためのデータを格納するための主メモリを含
む。限定ではなく一例として、コンピュータ・システム６０は、ストレージ６６または別
のソース（例えば、別のコンピュータ・システム６０など）からメモリ６４に命令をロー
ドすることができる。次いで、プロセッサ６２は、メモリ６４から内部レジスタまたは内
部キャッシュに命令をロードすることができる。命令を実行するためにプロセッサ６２は
、内部レジスタまたは内部キャッシュから命令を取得し、命令をデコードすることができ
る。命令の実行中または実行後に、プロセッサ６２は、（途中結果または最終結果であり
得る）１つまたは複数の結果を内部レジスタまたは内部キャッシュに書き込むことができ
る。次いで、プロセッサ６２は、こうした結果の１つまたは複数をメモリ６４に書き込む
ことができる。特定の実施形態において、プロセッサ６２は、（ストレージ６６もしくは
他の箇所とは対照的に）１つもしくは複数の内部レジスタもしくは内部キャッシュまたは
メモリ６４中の命令のみを実行し、（ストレージ６６もしくは他の箇所とは対照的に）１
つもしくは複数の内部レジスタもしくは内部キャッシュまたはメモリ６４中のデータに対
してのみ動作する。（アドレス・バスおよびデータ・バスをそれぞれが含むことができる
）１つまたは複数のメモリ・バスは、プロセッサ６２をメモリ６４に結合させることがで
きる。バス７２は、後述のように、１つまたは複数のメモリ・バスを含むことができる。
特定の実施形態において、１つまたは複数のメモリ管理ユニット（ＭＭＵ）は、プロセッ
サ６２とメモリ６４との間にあり、プロセッサ６２によって要求されたメモリ６４へのア
クセスを促進する。特定の実施形態において、メモリ６４は、ランダム・アクセス・メモ
リ（ＲＡＭ）を含む。このＲＡＭは、必要な場合、揮発性メモリであってよい。必要な場
合、このＲＡＭは、ダイナミックＲＡＭ（ＤＲＡＭ）またはスタティックＲＡＭ（ＳＲＡ
Ｍ）であってよい。また、必要な場合、このＲＡＭは、シングルポートまたはマルチポー
トのＲＡＭであってよい。本開示は、任意の適切なＲＡＭを企図している。メモリ６４は
、必要な場合、１つまたは複数のメモリ６４を含むことができる。本開示は、特定のメモ
リを記載しかつ示しているが、本開示は、任意の適切なメモリを企図している。
【００５５】
　特定の実施形態において、ストレージ６６は、データまたは命令用にマス・ストレージ
を含む。限定ではなく一例として、ストレージ６６は、ハード・ディスク・ドライブ（Ｈ
ＤＤ）、フロッピー（登録商標）・ディスク・ドライブ、フラッシュ・メモリ、光ディス
ク、光磁気ディスク、磁気テープ、もしくはユニバーサル・シリアル・バス（ＵＳＢ）ド
ライブ、またはこれらの２つ以上の組合せを含むことができる。ストレージ６６は、必要
な場合、リムーバブルまたはノンリムーバブルな（もしくは固定された）媒体を含むこと
ができる。ストレージ６６は、必要な場合、コンピュータ・システム６０の内部または外
部にあってよい。特定の実施形態において、ストレージ６６は、不揮発性のソリッドステ
ート・メモリである。特定の実施形態において、ストレージ６６は、リード・オンリ・メ
モリ（ＲＯＭ）を含む。必要な場合、このＲＯＭは、マスクプログラムされたＲＯＭ、プ
ログラマブルＲＯＭ（ＰＲＯＭ）、消去可能ＰＲＯＭ（ＥＰＲＯＭ）、電気消去可能ＰＲ
ＯＭ（ＥＥＰＲＯＭ）、電気式書換え可能ＲＯＭ（ＥＡＲＯＭ）、もしくはフラッシュ・
メモリ、またはこれらの２つ以上の組合せであってよい。本開示は、マス・ストレージ６
６が任意の適切な物理的形態を取ることを企図している。ストレージ６６は、必要な場合
、プロセッサ６２とストレージ６６との間の通信を促進する１つまたは複数のストレージ
制御ユニットを含むことができる。必要な場合、ストレージ６６は、１つまたは複数のス
トレージ６６を含むことができる。本開示は、特定のストレージを記載しかつ示している
が、本開示は、任意の適切なストレージを企図している。
【００５６】
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　特定の実施形態において、Ｉ／Ｏインターフェース６８は、ハードウェア、ソフトウェ
ア、またはこの両方を含み、コンピュータ・システム６０と１つまたは複数のＩ／Ｏデバ
イスとの間の通信のための１つまたは複数のインターフェースを提供する。コンピュータ
・システム６０は、必要な場合、こうしたＩ／Ｏデバイスの１つまたは複数を含むことが
できる。こうしたＩ／Ｏデバイスの１つまたは複数は、人とコンピュータ・システム６０
との間の通信を可能にすることができる。限定ではなく一例として、Ｉ／Ｏデバイスは、
キーボード、キーパッド、マイクロホン、モニタ、マウス、プリンタ、スキャナ、スピー
カ、スチル・カメラ、スタイラス、タブレット、タッチ・スクリーン、トラックボール、
ビデオ・カメラ、別の適切なＩ／Ｏデバイス、またはこれらの２つ以上の組合せを含むこ
とができる。Ｉ／Ｏデバイスは、１つまたは複数のセンサを含むことができる。本開示は
、任意の適切なＩ／Ｏデバイス、および、このための任意の適切なＩ／Ｏインターフェー
ス６８を企図している。必要な場合、Ｉ／Ｏインターフェース６８は、こうしたＩ／Ｏデ
バイスの１つまたは複数をプロセッサ６２に駆動させることを可能にする１つまたは複数
のデバイス・ドライバまたはソフトウェア・ドライバを含むことができる。Ｉ／Ｏインタ
ーフェース６８は、必要な場合、１つまたは複数のＩ／Ｏインターフェース６８を含むこ
とができる。本開示は、特定のＩ／Ｏインターフェースを記載しかつ示しているが、本開
示は、任意の適切なＩ／Ｏインターフェースを企図している。
【００５７】
　特定の実施形態において、通信インターフェース７０は、ハードウェア、ソフトウェア
、またはこの両方を含み、コンピュータ・システム６０と、１つもしくは複数の他のコン
ピュータ・システム６０または１つもしくは複数のネットワークとの間の通信（例えば、
パケット・ベースの通信など）のための１つまたは複数のインターフェースを提供する。
限定ではなく一例として、通信インターフェース７０は、イーサネットもしくは他の有線
ベースのネットワークと通信するためのネットワーク・インターフェース・コントローラ
（ＮＩＣ）もしくはネットワーク・アダプタ、またはＷＩ－ＦＩネットワークなどのワイ
ヤレス・ネットワークと通信するためのワイヤレスＮＩＣ（ＷＮＩＣ）もしくはワイヤレ
ス・アダプタを含むことができる。本開示は、任意の適切なネットワーク、および、この
ための任意の適切な通信インターフェース７０を企図している。限定ではなく一例として
、コンピュータ・システム６０は、アド・ホック・ネットワーク、パーソナル・エリア・
ネットワーク（ＰＡＮ）、ローカル・エリア・ネットワーク（ＬＡＮ）、ワイド・エリア
・ネットワーク（ＷＡＮ）、メトロポリタン・エリア・ネットワーク（ＭＡＮ）、もしく
は、インターネットの１つもしくは複数の部分、またはこれらの２つ以上の組合せと通信
することができる。こうしたネットワークの１つまたは複数の１つまたは複数の部分は、
ワイヤードまたはワイヤレスであってよい。一例として、コンピュータ・システム６０は
、ワイヤレスＰＡＮ（ＷＰＡＮ）（例えば、ブルートゥース（登録商標）ＷＰＡＮなど）
、ＷＩ－ＦＩ（登録商標）ネットワーク、ＷＩ－ＭＡＸ（登録商標）ネットワーク、セル
ラ電話ネットワーク（例えば、モバイル通信用グローバル・システム（ＧＳＭ（登録商標
））ネットワークなど）、もしくは他の適切なワイヤレス・ネットワーク、またはこれら
の２つ以上の組合せと通信することができる。コンピュータ・システム６０は、必要な場
合、こうしたネットワークのいずれかのための任意の適切な通信インターフェース７０を
含むことができる。通信インターフェース７０は、必要な場合、１つまたは複数の通信イ
ンターフェース７０を含むことができる。本開示は、特定の通信インターフェースを記載
しかつ示しているが、本開示は、任意の適切な通信インターフェースを企図している。
【００５８】
　特定の実施形態において、バス７２は、ハードウェア、ソフトウェア、またはこの両方
を含み、コンピュータ・システム６０の構成要素を互いに結合している。限定ではなく一
例として、バス７２は、アクセラレーテッド・グラフィクス・ポート（ＡＧＰ）もしくは
他のグラフィクス・バス、拡張業界標準アーキテクチャ（ＥＩＳＡ）バス、フロント・サ
イド・バス（ＦＳＢ）、ハイパートランスポート（ＨＴ）インターコネクト、業界標準ア
ーキテクチャ（ＩＳＡ）バス、インフィニバンド・インターコネクト、ロー・ピン・カウ
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ント（ＬＰＣ）バス、メモリ・バス、マイクロ・チャネル・アーキテクチャ（ＭＣＡ）バ
ス、ペリフェラル・コンポーネント・インターコネクト（ＰＣＩ）バス、ＰＣＩエキスプ
レス（ＰＣＩｅ）バス、シリアル・アドバンスド・テクノロジ・アタッチメント（ＳＡＴ
Ａ）バス、ビデオ・エレクトロニクス・スタンダーズ・アソシエーション・ローカル（Ｖ
ＬＢ）バス、もしくは別の適切なバス、またはこれらの２つ以上の組合せを含むことがで
きる。バス７２は、必要な場合、１つまたは複数のバス７２を含むことができる。本開示
は、特定のバスを記載しかつ示しているが、本開示は、任意の適切なバスまたはインター
コネクトを企図している。
【００５９】
　本明細書において、コンピュータ読み取り可能非一時的記憶媒体は、必要な場合、１つ
もしくは複数の半導体ベースもしくは他の集積回路（ＩＣ）（例えば、フィールド・プロ
グラマブル・ゲート・アレイ（ＦＰＧＡ）、もしくは特定用途向けＩＣ（ＡＳＩＣ）など
）、ハード・ディスク・ドライブ（ＨＤＤ）、ハイブリッド・ハード・ドライブ（ＨＨＤ
）、光ディスク、光ディスク・ドライブ（ＯＤＤ）、光磁気ディスク、光磁気ドライブ、
フロッピー（登録商標）・ディスケット、フロッピー（登録商標）・ディスク・ドライブ
（ＦＤＤ）、磁気テープ、ソリッドステート・ドライブ（ＳＳＤ）、ＲＡＭドライブ、セ
キュア・デジタル・カードもしくはドライブ、任意の他の適切なコンピュータ読み取り可
能非一時的記憶媒体、またはこれらの２つ以上の組合せを含むことができる。コンピュー
タ読み取り可能非一時的記憶媒体は、必要に応じて、揮発性、不揮発性、または揮発性と
不揮発性との組合せであってよい。
【００６０】
　本明細書において、「または」は、別段明示的に示されず別段文脈によっても示されな
い場合、包括的であり排他的ではない。したがって、本明細書において、「ＡまたはＢ」
は、別段明示的に示されず別段文脈によっても示されない場合、「Ａ、Ｂ、または両方」
を意味する。また、「および」は、別段明示的に示されず別段文脈によっても示されない
場合、共にと別々の両方のことである。したがって、本明細書において、「ＡおよびＢ」
は、別段明示的に示されず別段文脈によっても示されない場合、「共にまたは別々にＡお
よびＢ」を意味する。
【００６１】
　本開示の範囲は、当業者が認識することになる、本明細書に記載または示した例示的な
実施形態の変形、置換、変化、改変、および変更をすべて含む。本開示の範囲は、本明細
書に記載または示した例示的な実施形態に限定されない。また、本開示は、それぞれの実
施形態を、特定の構成要素、要素、機能、動作、または工程を含みものとして本明細書に
記載しかつ示したが、これらの実施形態のいずれも、当業者が認識することになる、本明
細書のいずれかの箇所に記載または示された構成要素、要素、機能、動作、または工程の
いずれかの任意の組合せまたは並べ替えを含むことができる。さらに、装置もしくはシス
テム、または装置もしくはシステムの構成要素が、特定の機能を行う、ようになされた、
ように配置された、ことが可能な、ように構成された、ことを可能にする、ように動作可
能な、または、ように動作する、といったことに対する特許請求の範囲における言及は、
それまたはその特定の機能がアクティブ化、ターン・オン、またはアンロックされている
かどうかにかかわらず、こうした装置、システム、または構成要素が、そのようになされ
、配置され、可能であり、構成され、可能にし、動作可能であり、または動作する限り、
こうした装置、システム、構成要素を含む。
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